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開   会    午前１０時００分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、令和元年第３回東串良町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１番 小川香織議員及び２

番 児玉勇治議員を指名します。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２ 会期決定の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第２ 会期決定の件を議題にします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から９月２６日までの１８日間としたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から９月２６日までの１８日間に決定しました。 

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付してあります案のとおりです

ので、御了承願います。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第３ 諸般の報告 

 

議 長（田之畑） 

日程第３ 諸般の報告を行います。 

議長及び町長の報告は、お手元に印刷して配付してありますので、報告を省略しま

す。 
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第 ４ 議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例について 

◆ 日程第 ５ 議案第３５号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例につ 

               いて 

◆ 日程第 ６ 議案第３６号 東串良町印鑑条例の一部を改正する条例について 

◆ 日程第 ７ 議案第３７号 東串良町子どものための教育・保育に関する利用者負担額 

               を定める条例の一部を改正する条例について 

◆ 日程第 ８ 議案第３８号 東串良町立幼稚園授業料徴収条例を廃止する条例について 

◆ 日程第 ９ 議案第３９号 東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費 

               用弁償に関する条例の制定について 

◆ 日程第１０ 議案第４０号 東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制 

               定について 

◆ 日程第１１ 議案第４１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行 

               に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

◆ 日程第１２ 議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更について 

 

議 長（田之畑） 

日程第４ 議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例についてか

ら日程第１２ 議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更についてまでの

９件を一括議題とします。 

各件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

おはようございます。 

それでは、ただいま議題となりました、議案第３４号から議案第４２号までを御説明

申し上げます。 

初めに、議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例について、御説

明申し上げます。 

介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する

政令において、低所得者の第１号保険料軽減強化として、第１段階の軽減割合の増加と

ともに、第１段階のみであった軽減対象者を第１段階から第３段階まで広げる改正が示

されたことにより改正するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第３５号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例について、

御説明申し上げます。 

災害援護資金の貸し付けを受けた者が置かれている状況等に鑑み、償還金の支払猶予、

償還金免除の対象範囲の拡大、償還免除の特例等を定めるための災害弔慰金の支給等に

関する法律の一部改正に伴い、改正するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第３６号 東串良町印鑑条例の一部を改正する条例について、御説明申し
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上げます。 

旧姓併記に対応した住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令が公布されたこと

に伴い、印鑑登録証明事務処理要領の一部が改正されたことから、旧姓併記等に対応す

るため改正するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第３７号 東串良町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定

める条例の一部を改正する条例について、御説明申し上げます。 

満３歳から小学校就学までの保育園及び認定こども園に係る利用者負担が無償化され

ることに伴い、東串良町立幼稚園についても同様に無償化の措置を行うため、東串良町

立幼稚園授業料を改正するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第３８号 東串良町立幼稚園授業料徴収条例を廃止する条例について、御

説明申し上げます。 

満３歳から小学校就学までの保育園及び認定こども園に係る利用者負担が無償化され

ることに伴い、東串良町立幼稚園についても同様に無償化の措置を行うため、東串良町

立幼稚園授業料徴収条例を廃止するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第３９号 東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例の制定について、御説明申し上げます。 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による地方公務員法及び地方自治

法の改正に伴い、地方公務員法第２２条の２第１項第１号に規定する第１号会計年度任

用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例を制定するものです。よろしくお願

いします。 

次に、議案第４０号 東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定に

ついて、御説明申し上げます。 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による地方公務員法及び地方自治

法の改正に伴い地方公務員法第２２条の２第１項第２号に規定する第２号会計年度任用

職員の給与に関する条例を制定するものです。よろしくお願いします。 

次に、議案第４１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整備等に関する条例の制定について、御説明申し上げます。 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による地方公務員法及び地方自治

法の改正に伴う関係条例の整備等を行うものです。よろしくお願いします。 

最後に、議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更について、御説明申し

上げます。 

東串良町過疎地域自立促進計画の一部変更を策定したので、過疎地域自立促進特別措

置法第６条第７項において準用する同条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のです。よろしくお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

各件については、本日は上程のみとさせていただきますので御了承願います。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
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◆ 日程第１３ 議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号） 

◆ 日程第１４ 議案第４４号 令和元年度東串良町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

               号） 

◆ 日程第１５ 議案第４５号 令和元年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会 

               計補正予算（第２号） 

◆ 日程第１６ 議案第４６号 令和元年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特 

               別会計補正予算（第１号） 

◆ 日程第１７ 議案第４７号 令和元年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

               １号） 

◆ 日程第１８ 議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

               号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第１３ 議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号）から、

日程第１８ 議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）までの６件を一括議題とします。 

各件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

それでは、ただいま議題となりました議案第４３号から議案第４８号までを御説明申

し上げます。 

議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号）について、御説明申

し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億円を追加し、歳入歳出それぞれ５２億９

７０万円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

また、地方債の変更は「第２表 地方債補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

次に、議案第４４号 令和元年度東串良町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について、御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３万３，０００円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ１１億５５１万３，０００円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

次に、議案第４５号 令和元年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補

正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７９万９，０００円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ９億９，８１６万４，０００円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

また、債務負担行為の追加、廃止は「第２表 債務負担行為補正」によるところであ

ります。 

よろしくお願いします。 

次に、議案第４６号 令和元年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会

計補正予算（第１号）について、御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９５万４，０００円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ６１０万５，０００円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

次に、議案第４７号 令和元年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について、御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６２万８，０００円を減額し、歳入歳出それ

ぞれ９，０５９万円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

最後に、議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

について、御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５万５，０００円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ９，５６２万９，０００円といたしました。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるところであります。 

よろしくお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

各件については、本日は上程のみとさせていただきますので御了承願います。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１９ 報告第２号 平成３０年度東串良町財政健全化判断比率及び資金不足比率 

              の報告について 

 

議 長（田之畑） 

日程第１９ 報告第２号 平成３０年度東串良町財政健全化判断比率及び資金不足
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比率の報告についてを議題とします。 

町長の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

報告第２号 平成３０年度東串良町財政健全化判断比率及び資金不足比率について、

御報告申し上げます。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の規

定に基づき、健全化判断比率及び資金不足比率について、監査委員の意見を付して、報

告いたします。 

まず、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、実質収支額がともに黒字であり、良好

な状態であります。 

次に、実質公債費比率は、早期健全化基準２５％に対し本町は６．６％であり、良好

な状態であります。 

次に、将来負担比率は、早期健全化基準３５０％に対し、本町はマイナス２６．５％

であり、良好な状態であります。 

最後に、資金不足比率は、資金不足がなく良好な状態であります。 

以上で、報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

以上で、報告第２号 平成３０年度東串良町財政健全化判断比率及び資金不足比率

の報告についてを終わります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２０ 認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算について 

◆ 日程第２１ 認定第２号 平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認 

              定について 

◆ 日程第２２ 認定第３号 平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会 

              計歳入歳出決算認定について 

◆ 日程第２３ 認定第４号 平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特 

              別会計歳入歳出決算認定について 

◆ 日程第２４ 認定第５号 平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
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              認定について 

◆ 日程第２５ 認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認 

              定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第２０ 認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから日程第２５ 認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算認定についてまでの６件を一括議題とします。 

各件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

それでは、ただいま議題となりました、認定第１号から認定第６号までを地方自治法

第２３３条第３項及び同法第２４１条第５項の規定により、議会の認定に付するため、

ここに別紙監査委員の意見を付して、決算書並びに関係書類を提出した次第でございま

す。 

認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定について、御説明申し

上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額５７億７２２万９，００

０円、調定額５７億９，１１８万７，７０５円に対し、収入済額５６億５，０２７万８，

９５８円でございます。 

また、不納欠損額２４２万２，２５２円、収入未済額１億３，８４８万６，４９５円

であります。 

次に、歳出合計におきましては、予算現額５７億７２２万９，０００円に対し、５４

億２，０６２万５，６７６円を支出し、翌年度繰越額１億３，９４９万６，９９６円、

不用額１億４，７１０万６，３２８円でございます。 

よろしくお願いいたします。 

次に、認定第２号 平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、御説明申し上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額１０億８，０１１万７，

０００円、調定額１１億４，５７９万５０８円に対し、収入済額１１億３６４万６，７

８５円でございます。 

また、不納欠損額２６４万４，４９０円、収入未済額３，９４９万９，２３３円であ

ります。 

次に、歳出合計におきましては、予算現額１０億８，０１１万７，０００円に対し、

１０億６，９２６万７，７０８円を支出し、不用額１，０８４万９，２９２円でござい

ます。 

よろしくお願いいたします。 

次に、認定第３号 平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳
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入歳出決算認定について、御説明申し上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額９億７，３４２万１，０

００円、調定額９億９，２４５万３，７２８円に対し、収入済額９億８，７６２万４７

８円でございます。 

また、不納欠損額９５万９，８２０円、収入未済額３８７万３，４３０円であります。 

次に、歳出合計におきましては、予算現額９億７，３４２万１，０００円に対し、９

億２，８７９万７３５円を支出し、不用額４，４６３万２６５円でございます。 

よろしくお願いいたします。 

次に、認定第４号 平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会

計歳入歳出決算認定について、御説明申し上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額５６２万５，０００円、

調定額７００万３，９１３円に対し、収入済額７００万３，９１３円でございます。 

次に、歳出合計につきましては、予算現額５６２万５，０００円に対し、支出済額５

１６万８，６８８円、不用額４５万６，３１２円でございます。 

よろしくお願いいたします。 

次に、認定第５号 平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について、御説明申し上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額９，００６万８，０００

円、調定額９，０１６万６７９円に対し、収入済額９，０１４万２，７７９円でござい

ます。 

また、収入未済額は５万６００円であります。 

次に、歳出合計につきましては、予算現額９，００６万８，０００円に対し、支出済

額９，００１万５，２３９円で、不用額５万２，７６１円でございます。よろしくお願

いいたします。 

最後に、認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、御説明申し上げます。 

決算状況につきましては、歳入合計におきまして、予算現額３億７３７万７，０００

円、調定額３億１，５９７万５，２９４円に対し、収入済額３億１，５２１万５，４４

４円でございます。 

また、不納欠損額４，９２０円、収入未済額７７万２，７５０円であります。 

次に、歳出合計におきましては、予算現額３億７３７万７，０００円に対し、２億７，

９０８万９，６０２円を支出し、不用額２，８２８万７，３９８円でございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから一括して質疑に入りますが、各件については、特別委員会を設置し、これ

に付託を予定しておりますので、お含みの上、御質疑を願います。 

質疑はありませんか。 

９番 宮地利雄君。 
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９ 番（宮 地） 

この平成３０年度は、使われなかった基金を廃止して、老朽化した公共施設などの

整備に取り組むための基金を設置するということで始まったわけですが、財政当局に

おいては、それぞれの公共施設の耐用年数、及び老朽化の状況、それに基づく何年度

にはこの施設をこういうふうに改築する必要があると、あるいは新設する必要がある

と。そのために何年度はどのくらいの基金の積み立てが必要だとか、そういうことに

ついての議論が既に始まっているのかどうか、その点について答弁願います。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

皆様方に協力いただきまして、公共施設の改修に伴う基金を設置させていただきま

した。今、その統廃をいたしまして、２億円を基金として積み立てているところでご

ざいますが、今後の公共施設のどうこうということになりますと、まだ２億円しかな

い状況でもございます。あとどういう補助金があるのか、あるいはどういう起債が利

用できるのかというところからいろんな角度から財源を見つけ出し、今後検討してい

くところではありますが、いかんせん皆様も御承知のとおり、総合センターを含め、

福祉センター、老朽化が著しい部分も多々ございます。その辺をいち早く何かいい方

法でできるような形で専門委員会なるものも立ち上げて意見を聞けたらなというふう

に私個人的には思っておりますので、今後町長の意向を踏まえながらやっていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

ほかに質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

ないようですので、これで質疑を終わります。 

お諮りします。 

各件については、議長及び議会選出監査委員を除く８名の議員で構成する決算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 
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異議なしと認めます。 

したがって、各件については、議長及び議会選出監査委員を除く８名の議員で構成

する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

引き続いて、特別委員の選任を行います。 

お諮りします。 

決算審査特別委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定により、１番 

小川香織議員、２番 児玉勇治議員、３番 瀨戸山譲一議員、４番 牧原完治議員、

６番 西園貞美議員、７番 前田 隆議員、８番 上園ミキ議員、９番 宮地利雄議

員、以上の８名を指名したいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会委員は、ただいま指名したとおり選任することに

決定しました。 

これより決算審査特別委員会は、委員長及び副委員長の互選を行います。そのため、

議長は決算審査特別委員会を議員控室に招集します。なお、決算審査特別委員会の年

長委員は、前田 隆議員であります。 

ここで暫時休憩します。 

 

休  憩 午前１０時３０分 

――――――◇―――――― 

再  開 午前１０時３７分 

 

議 長（田之畑） 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

決算審査特別委員会の委員長及び副委員長が決定した旨、通知を受けましたのでお

知らせします。 

委員長に西園貞美議員、副委員長に児玉勇治議員、以上のとおりです。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

議 長（田之畑） 

これで本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、９月１２日午前１０時より会議を開きます。 

本日は、これで散会します。 

 

散  会    午前１０時３７分 
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開   会    午前１０時００分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

直ちに議事に入ります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 一般質問 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

９番 宮地利雄議員。 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

おはようございます。今回私が最初に質問に立つことになりましたので、よろしくお

願いします。 

通告に基づき、３点取り上げております。 

８月１０日に議会の教育産業常任委員会で文化財保護審議会との懇談会を開きました。

そこの委員は６名ですが、皆さんといろいろと文化財の日常的な保護の取り組みについ

て意見を拝聴したわけです。本町の文化財保護審議会の条例並びに文化財保護条例を見

てみますと、この二つしかないようですね、本町の条例の中に出てくる文化財保護に関

する条例というのは、これしかないようですが、しかし日常的には、この審議会のメン

バーは文化財の保護のためにたくさんありますので、見回りをしたり、下草の草刈りな

どをしている委員さんもいるようです。基本的には無報酬で、そしてこの条例を見ます

とおわかりのように、教育委員会の諮問があったときに、この審議会を開くと。その場

合に、日額の報酬が支給されると、それだけのようです。文化遺産を保護する、文化財

を保護するというための予算というのは、実際上は全くないか、あるいはその時々に一

定の予算を組んで作業に当たるということだと思いますが、文化財の保護のための予算

というのを今後検討する考えはないか、教育長に伺いたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 

 

教育長（天 神） 

議員のお尋ねにお答えいたします。 

文化財保護審議会につきましては、東串良町文化財保護審議会条例第２条の所掌事務

で、審議会は、教育委員会の諮問に応じて文化財の保存及び活用に関する重要事項につ
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いて調査・審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建議するとあり、審議会の

活動内容については明確に規定されています。しかしながら、審議される委員の皆さん

の審議委員としての資質向上、スキルアップをふだんから実施していくことも大事なこ

とであると考え、前述のとおり、教育委員会からの諮問に応じるためだけの活動ではな

く、審議委員自身の見聞を広めること、スキルアップのため、年５回定例会を開いてい

ます。また、その一環として昨年実施しました唐仁古墳群ほかバスツアーでは、審議委

員として持っている知識を生かし、ガイドもお願いしたところです。このことについて

は報奨金を支払っています。 

また、町内の文化財などの管理についてですが、管理については、東串良町文化財保

護条例第６条、所有者の管理義務及び管理責任者において所有者が管理することになっ

ておりますので、特に文化財保護審議会委員が管理することがあっても手当等を支給す

る必要はないと考えています。 

文化財保護の予算としては、今年度予算の遺跡保護整備作業委託料等も計上されてお

りますが、現状としましては、国指定史跡である唐仁古墳群の環境整備で支出しており、

県指定、町指定やそのほか町内全ての文化財保護のために予算を計上するところまでは

できておりません。先ほど述べましたとおり、保護の面でも原則所有者へ管理をお願い

しているところです。まだ町指定になっていない文化財も町内には１００以上が確認さ

れております。それらの中から町文化財保護審議会において、保護すべきものなどの優

先順位を検討しているところです。今後、保護のため、予算措置が必要となれば、予算

計上することも検討していきたいと考えておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

詳しい答弁をいただきましたが、確かにこの文化財保護条例では、いえば持ち主が管

理せということになっているのが原則のようです。しかし、第１３条では町指定文化財

の保存・管理または修理につき、特に必要と認める場合は、町は予算の範囲内で所有者

もしくは管理責任者、また保持者云々に対して補助金を交付することができるというこ

とにもなっていますので、ただいま教育長が答弁されたように、まだ１００以上の指定

されていない文化財もあると。指定するかどうかは、この審議会にかけなければならな

いわけですが、ぜひそういう予算面での措置も今後検討されるよう要請をいたしておき

ます。 

次に、保育行政について質問をいたします。 

今回、国は、幼稚園及び保育園の無償化を打ち出しました。これは、もちろん長い間、

保護者がぜひ保育は、この少子高齢化の中で無償化すべきだという声を受けて始まって

きているわけですが、私はこれには二つの問題点があると思うんですね。一つは財源が

消費税であるということです。消費税というのは、国民全員に子供からお年寄りまでか
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かるわけで、しかもそれを保育園の保育料の無償化に充てるということがどういうこと

になるかというと、国というのは本当にずる賢いというか、財源を消費税にしたことに

よって、３歳以上の、幼稚園はもちろんですが、保育園の子供について無償化すると、

保育料はもうとりませんよということなんですけれども、３歳以上は、保育料は安いわ

けですよね。０歳、１歳、２歳というのは保育料が高いです。だから保育料の高い部分

については、国は金は出さないと。安いところについては出しますよと。本当にやるこ

とがせこいというか、そういう気がするのが一つ、そしてじゃあ０歳から保育料は無料

にせと。当然運動が起こります。それに対して、では、消費税の税率を上げることに賛

成してくださいと、言わざるを得ないという状況に今後推移していくのではないかと。

本当にそういう点でずる賢いと思うんですが。もう一つは、その高い保育料の０歳、１

歳、２歳については、面倒は見ませんよと。しかも副食費と言いまして、これまでは保

育料の中に含めていたんですけれども、それは除くと、国は面倒を見ませんよというよ

うな形にしてこの副食費を除外すると、国の基準でいくと、月４，５００円、この副食

費がかかるそうですが。 

まず最初に、これは具体的な数字を含む内容ですので、担当課長の答弁でいいと思い

ますが、本町の保育所は、認定保育所が３カ所あるんですが、認可保育所が足りないと

ころ、今回この問題についていろいろと調査をしてみましたが、認可保育所が足りない

ですね。都会では本当にいいかげんな保育所がたくさんあるというのが出てまいりまし

た。一人で何人も子供を預かるとか、ファミサポという言葉を私は初めて知りましたが、

乳児について資格者配置を条件としているにもかかわらず、この資格のない人に保育を

させると。それをつまり認定はしていないんだけれども、それについても国は無償化す

ると。つまりいいかげんな保育園であっても、国が金を出すことによって、待機児童を

なくしていけばいいんだというような安上がりというか、安上がりですよね、認可保育

園じゃないわけですから。そういう状況を全国的に認めていくという方向が出されてお

りますが、本町においては、こうした施設、つまり個人で幼児を預かるような保育園と

いうような施設はないと思うんですが、その点の確認をしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

お答えいたします。 

今、議員がおっしゃいましたように、本町には今おっしゃったような無認可の保育所、

保育施設等はございません。青葉保育所、豊栄保育所、柏原保育所の３カ所でございま

す。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 
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９ 番（宮 地） 

それでは、保育料については、今後無償化するといっても、国が全額出すわけじゃな

いんですね。国は５０％、保育料の半分しか出さないと。県が２５％、市町村が２５％、

だから市町村にも負担を求めるということなんだけれども、本町が負担すべきこの２

５％という金額、これは町全体でどの程度の金額になるのか。この平成３０年度の決算

書、成果説明書も見たんですけれども、町が負担する額というのは、大分大きいですよ

ね。これまでの負担で９，４００万円ほど町の負担分があると、年間ですね、平成３０

年度でですが。今回この２５％ということになった場合に、本町が無償化に伴って負担

すべき金額というのはどの程度になるのか、よろしくお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

お答えいたします。 

ただいま御質問がありました件につきましては、確かに平成３０年度の決算でいきま

すと、町の持ち出しは９，４００万円余りでございます。その中に、親御さんから徴収

しております保育料が国の基準よりもずっと落としてあります。その差額が３，２００

万円余りありまして、この金額については、これまで町独自で軽減をしておったという

ことでございます。したがいまして、今回保護者の負担分を国が負担するに当たりまし

て、これまで町独自で軽減しておりました保護者負担分も含めて国が負担をするという

ふうに説明を受けてございますので、その分は今後町の軽減負担につながっていくもの

と考えているところでございます。平成３０年度実績でいきますと、年額にしまして１，

９００万円程度になろうかと試算をしているところでございます。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

そうすると、本町は、これまで保育園に通わせている父母の負担をなるべく減らそう

という福祉関係者の努力、もちろん町長もそれを認めて一定のというよりも、多額の予

算を保育料軽減のために充ててきたということが今の答弁から伺えると思うんですね。

ですから、今回２５％の本町の負担ということになりますと、先ほど答弁があったよう

に約３，２００万円ほど実際は浮くということのようですので、そうすると、この副食

費については、町としては一般財源で持つことができると。これは実は本町だけではな

くて、ほかの市町村もこの保育料軽減に当たって政府が金を出す。半分は国が持つとい

うわけですから。それで県と市町村でその４分の１ずつ持っていくということから、ど

この市町村も保育料軽減のために一定の財源を充てていますから、それとこの４分の１
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との差額を使って軽減すると。軽減というか副食費の助成に充てるという動きが各地で

あるようですが、実は大隅半島で調査をしてみました。今回補正予算、９月の補正予算

で予算化しているところと、そうでないところを全部じゃないんですが、調べてみます

と、鹿屋、垂水、大崎、志布志、これらはこの副食費について予算化いたしておりませ

ん。本町は、御承知のように予算化されまして、私も予算書を見てびっくりしたんです

けれども、肝付町は３歳以上については、既に町として保育料全体の無料化を実施して

おりました。そういう経過もあって、副食費についても今回の補正予算で３歳以上につ

いては、副食費を予算化しております。実は今回の一般質問では、私はこの保育園の副

食費問題を最も重視しておりまして、ここに何とか公費負担を実現したいと、検討して

まいりました。実はその問題について、相当検討もさせていただいたわけですが、仮に

副食費を国の言うとおり、国側からの保育園児宅への、国は副食費は、もう国は国とし

ては見ないから保育園で集計せと、請求書を出せと、そういう態度なんですね。こんな

ことをさせると本来の保育業務がおろそかになるのは、そういう危険性が見えていると

いうふうに思うんですね。そして今回の補正予算が我々に配付されたので、それを見ま

したら、ちゃんと０歳から全員の副食費が入っておりました。予算化されておりました。

私もそれを見て、こんなことなら一般質問せんでよかったがというふうにも思ったんで

すけれども、大隅半島で大隅４市５町で副食費を今度の９月議会で予算化した自治体と

いうのは、全体でどことどこ、本町と肝付町以外にあるのかどうか、調べておられたら

ぜひ答弁願います。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

お答えいたします。 

その前に、先ほど宮地議員から３，２００万円ほど浮くんじゃないかという話であり

ましたけれども、この３，２００万円の負担分につきましては、昨年度の３，２００万

円の中には、０歳から２歳までの分も含めておりますので、ですから、先ほど１，９０

０万円程度になるという試算につきましては、３歳から５歳の人数で見たときに、その

ような試算になるのではないかということで御理解いただければと思いますので、よろ

しくお願いします。 

それからこの近隣での状況ということでございますけれども、今わかっておりますの

は、肝属郡内の南大隅町さんと錦江町さんの２町でございます。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

今回予算化された経緯について、別に予算化してもらったわけですから、そのことを



会  議  の  経  過 

 

-6- 

とやかく言う必要はないし、その経過についても言う必要はありませんが、この問題で

は最後に町長に要請をしておきたいと思います。 

今ありましたように、この４市５町の中でも３カ町か４カ町ですかね、予算化したと

いうことですから、大隅半島においては、他の自治体に先駆けて副食費の予算化を実施

されたということは高く評価してよいと思っております。同時に先ほど福祉課長も言わ

れたように、その副食費を上回る保育所の運営費を負担し続け、子育て事業に取り組ん

でこられた福祉課関係の関係者に敬意を表したいと思いますが、町長、これは一応今の

ところ、今年度まで国が半分出すと。次の年から、来年度からどうなるかわからんとい

う状況も一部に伝わってきておりますが、引き続き、この副食費について、基準で月４，

５００円ですから、これも負担が大きいですよね。引き続き、この点については、副食

費については、年度が変わっても取り組んでいくという決意をぜひお聞きしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

予算の許される範囲内、実行していきたいと、継続してやっていきたいと思っており

ますので、よろしく御理解ください。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

それでは、次に、新規就農支援策について伺います。 

鹿児島県町村議長会が毎年編さんしております行財政諸資料の一番新しい平成３１年

３月に編さんされた中に、鹿児島県の市町村がどういう新規就農者に対する助成制度を

とっているかと、つくっているかという一覧表が発表されております。これを見ますと、

本町は、なかなか対象者の条件が厳しいんじゃないかというふうに私は受けとめている

わけです。これは企画課のほうで催した就農移住体験ツアーというのを実施されたよう

ですが、なかなか参加者もいないという状況の報告を受けております。そこで、これま

で、本町の新規就農制度による支援策を活用した新規就農の実績がどの程度あるのか、

伺います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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お答えします。 

新規就農者といいまして、今回なかなか新規就農者はいらっしゃいません。でも後継

者というんですか、Ｉターン、Ｕターンはいらっしゃいます。そういう中で郡内でもト

ップでございます、そういう形で。だから後継者については、心配していないというか、

そういう感はございます。本町の新規就農支援策といたしましては、４Ｈクラブ加入者

の奨励金と機械、施設の導入補助がございます。４Ｈクラブ加入者奨励金は加入後１年

間活動を行い、４Ｈクラブ会長から推薦のあった者に対しまして、奨励金として一律５

万円を支給するものでございます。平成３０年度は４名の対象者、約２０万円を支給し

ております。機械導入、施設等の導入補助は二つの事業がございます。まず経営開始か

ら３年以上の認定新規就農者に対し、年間最大５０万円を補助する新規就農者農業機械

等導入事業がございます。対象はトラクターや換気扇のほか、汎用性のある軽トラック

等も含まれております。新規就農者にとっては大変使いやすい事業となっております。

平成３０年度は９名の対象者へ計３８０万７，０００円を支給しております。もう一つ

は、平成３０年度から始めました農業生産対策事業でございます。機械、施設や天敵の

購入費用に対し、その３分の１を補助するものでございます。新規導入で最大２０万円、

更新は最大１０万円となっております。平成３０年度は新規就農者ベースで７名の対象

者へ４５万５，０００円を支給しております。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

この点については、私も調査が不足しておりましたけれども、生活費を例えば夫婦で

月幾ら、あるいは年幾らという形で生活費自体も助成するという市町村もありますよね。

だからぜひこの点では引き続き先進地に学んで、すぐれたそりゃ農業するなら東串良に

行かんこちというぐらいになるように、大いに取り組んでいただくことを要請して、私

の質問を終わります。 

 

議 長（田之畑） 

それでは、次に、３番 瀨戸山譲一議員の発言を許します。 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

通告に従って質問させていただきます。 

１番目が人材育成と人材活用についてです。 

①の人材育成のために役場職員を大学等に入学、あるいは短期留学させる自治体がふ

えてきている。行政資質向上のために必須の案件と思うがどのように考えているかとい

うことですけれども、これを考えるに至った経緯がこの前鹿児島県の市町村議会の講師

の中にテレビでよく見ていた元フリーアナウンサーの伊藤聡子さんという方が来られて、
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この方が今どこで活躍されているかということで、事業創造大学院大学というところで

活躍されておりまして、その中で我々議員に対して地域振興についての勉強会があった

わけですけれども、このとき、すごいなと思って、いろんな自分たちは本当に井戸の中

の蛙でございまして、なかなかこういう知見がある、こういうことを学んで勉強されて

いるということでびっくりしたんですけれども、この中で、例えばこの例として、事業

創造大学院大学がどういうことをされているのかということでずっと調べていたわけで

すけれども、その中にはどういう方が勉強されているかということでいろいろ調べさせ

ていただいたら、世界各地からの学生さん、それから各企業のＣＥＯとか、いろんな方

が入学されて、２年間のカリキュラムでいろんなＭＢＡとか語学とかいろいろなことを

学ばれていたわけですけれども、その中に直接ここに電話して聞いてみたんですけれど

も、例えば行政の方のそういう入学とかあるんですかと聞いてみたら、ここは年間春と

秋の入学が２回あるわけですけれども、その入学に際して行政の方の入学枠を１名ずつ

取り決めておりますということで、各地方公共団体からの強い推薦のもとに入学されて

きた方には、試験は免除して小論文と面接で入学を許可しておりますということで、や

はり好評を博しているということを聞いて、それに鑑みて、この東串良からもそういう

意欲のある職員さんがいらっしゃれば、こういうところに短期留学についても２年です

けれども、勉強させる形で執行させるとか、そういう考えがないか、ちょっとお伺いし

てみたいです。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。議員お尋ねの行政資質向上のための研修については、もちろんですが、

公益財団法人鹿児島県市町村振興協会自治研修センターにて行われている職位別の研修

がございます。この研修につきましては、新規採用職員研修、主査研修、そして新任係

長級職員研修、新任課長補佐級職員研修、そして課長級職員研修とそれぞれの職位に新

たに任命された年に研修を受講しているところでございますが、また町村会が主催する

法制職務研修も大崎町と合同で行い、職員の資質向上を図っているところでございます。

なお、大学等への入学や留学はしていませんが、鹿児島県東京事務所へ職員を１名派遣

しております。 

このように他に自治体へ派遣することも職員が見聞を広め、本町以外の自治体におけ

る業務を行うことで資質向上につながるものであると思っておりますので、今後も引き

続き職員の派遣を行えればと思っているところでございます。 

総務省自治大学を含めた大学等への入学や留学についても今後情報収集を行い、本町

の行政推進上必要なものがあれば検討していきたいと思っておりますので、御理解くだ

さい。 

 

議 長（田之畑） 
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３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

それでこの事業創造大学院大学は、どういう大学かということがホームページのトッ

プに書いてあるんですけれども、どういう学校の方向性かということがこのように言わ

れています。事業創造大学院大学は、社会人が働きながら起業の実現やＭＢＡ取得を目

指す大学院です。起業家及び後継経営者の育成のみならず、組織内で新しいことにチャ

レンジする精神を養うことで、国籍、年齢、職業内容等を問わず、グローバルに活躍し、

経営の中核をなす人材を育成しますということが書かれているんですけれども、今いろ

いろそういう派遣とかでと言われましたけれども、やはりそれ以上のものもこの辺に求

めていったらいいんじゃないかなというところで、聞くところによりますと、隣の大崎

町がある職員さんを慶応大学のＳＦＣというところに入学させて２年間留学させていま

すね。だから大崎はいろんなことで、いろいろ多角的に、多面的にいろいろ先進的に動

いていらっしゃいますけれども、やっぱり思い切ったそういうことも必要なのではない

でしょうか、町長。大学に行かせるということですね、今話題のそういう大学院大学、

そういうところにもう少し目を向けて、その辺も真剣に考えていったらいいんじゃない

かなと思いますし、だからいつも言うことですけれども、この先には、自分たちがよく

言われている、議員は言いっ放し、そして将来的には役場の執行部の方に関しては検討

しますという形で大体終わっているわけですけれども、今町長も前向きに検討していき

ますということですけれども、結局今まで自分もずっと議員活動を続けていく中で、例

えば自分たちが政策提言したことが例えば形になっていくとか、あるいは実績として残

っていくことがまだ正直１回もないんですね。だからこういう身近に職員さんのこうい

う、例えばこの機に関しては、短期留学とか、それから入学ということを言いますけれ

ども、具体的に町長、そういう話を進めていく形で、話をしていく場をつくっていきた

いんですけれども、いかがですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

それは結構ですので、ぜひ申し出ていただければ対応しますので。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ということで、具体的にそういう話を詰めていきたいと自分は思っております。 

それから②です。町内にはさまざまな資格、知見を持った方がいらっしゃる。職員の

行政視察、研修に同行してもらうことで目的の共有化、深度化が図られると思う。また、
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住民の皆さんの人材活用も積極化すべきだと思うが、その考えはないかということです

けれども、今度、鳥獣対策で執行部の農林水産課の方々が熊本の益城に行かれたという

ことで、かねがねいつも自分が思っていることは、例えば議会も、そして執行部の方々

も単独で研修とか、そういう行政視察に行かれるわけですけれども、そうじゃなくて、

去年の１０月、１１月でしたっけ、古墳については、社会教育課の方々と同行させて行

っていただいて、すごくお互いに意見を申し上げて現地を見ながら話が煮詰まっていく

という形を初めてとらせていただいたわけですけれども。だから今度鳥獣対策に対して

も益城に行って、この前、農林水産課長にもお話をしたんですけれども、それに関して

は、いろいろその返答はいただきましたけれども、自分としては、やはり益城に行った

ときに、例えば町内にある猟友会の方々と一緒に行けば、実際動いている方々と一緒に

見て、学べて勉強できて、お互いに情報共有化をして、そして協働で物事を解決できる、

そういう話が深まっていくんじゃないかと思います。ですから、これからは思うんです

けれども、そういうこれからそういう行政視察かれこれやるときは、議会とも、そして

町民の皆さん、いろんなそういう情報にたけている人と一緒になって動いていかないと、

やっぱりだめなんじゃないかなと思います。 

それで町長、例えば古墳に関しても、この前も言いましたけれども、豊栄にいらっし

ゃるある方が唐仁古墳ファンクラブというのをフェイスブックに出していらっしゃるん

ですけれども、御存じですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

存じません。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

そのことも前回の一般質問でも豊栄にいらっしゃるということを町長に申し上げたわ

けですけれども、その方が唐仁古墳ファンクラブといって、多いときは毎日行って唐仁

古墳群の夜景、それから夕方、そして朝方の写真を撮って、ずっと唐仁古墳ファンクラ

ブというところで情報発信してくださっています。だから東串良のこの古墳も情報発信

するのであれば、今ここに書いてあるように、そういうすごく写真の技術もすごいもの

を持っていらっしゃることをこの前も申し上げましたけれども、ちょっとその辺にもや

っぱり目を向けていただいて、唐人古墳のそういう発信に関しては、そういう町内外に

いる、そういう有識者、そういう特殊な技術を持った人たちと一緒に呼んでそういうお

話をするとか、そういうこともこれからは必要なんじゃないですか。 
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議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

私、全然存じていないんですけれども、そういう申し出があれば、職員のほうにおい

でいただければ対応するんですけれども、それも存在するのかわからないものを私に呼

べとか、誰に連絡すればいいとか、それはできませんので、ぜひそのことはお伝えいた

だければありがたいんですけれども。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

そう今町長言われたけれども、自分はだから政策提言でも何回もそういうことを言っ

ておりますし、やはりいつもキャッチボールと言ってますけれども、私は投げかけてい

るつもりです。だから町長もやっぱり能動的にその辺は動いてもらえませんか、どうで

すか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

さっきも申し上げましたが、私もそういう要望があれば受けますので、ぜひおいでい

ただければありがたいんですけれども、お願いします。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

では、さっきの件のことも含めて、密接にいろんな形でお話をしていくような場をつ

くっていくようにしましょうね、町長そうしたら。 

以上で１番を終わります。 

２番目、大隅総合開発期成会について。 

①大隅総合開発期成会をどのようなものと認識しているか、お尋ねします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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お答えします。 

この大隅期成会をどのようなものと認識しているかでございますが、大隅地域４市５

町で構成市町が連携を図りつつ、地域の一体的な開発を推進していくこと等によって、

大隅地域全体の産業、経済、文化等の飛躍向上を目指すための組織であると認識してお

ります。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

そのように伺います。 

②です。町長在任中、もう４年間がたとうとしていますけれども、この期成会に分担

金を東串良が幾ら納めたかここに上げていますけれども、お願いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

年度別で申しますと、平成２８年度が２０７万１，０００円、平成２９年度が２０２

万２，０００円、平成３０年度が１９６万４，０００円、令和元年度、これが１８３万

１，０００円でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ということは、やはりかなりな分担金を払っているわけですよね。だから分担金を払

っている以上は、基金として鹿屋市役所が事務所としてベースとなっておりますけれど

も、そこでどれぐらいの総額があるかということはちょっとやっぱり数千万円の基金が

あるわけですね。その中でやはり分担金も払っている以上、東串良もそれ相応の陳情な

り、請願なり、あるいは要求なりできると思うんですけれども、その件に関して、３番

目です。町長として、この総合開発期成会に、もう４年近くになりますけれども、どう

いうことをされてきたかお伺いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

私が在任中、期成会にどのように働きかけをしてきたということでございますが、期
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成会のほうでは、大隅地域の一体的開発を推進していくこととされております。したが

いまして、大隅地域内におきましては、広域的な視点から要望項目等を整理した上で、

国・県への要望活動を行っております。 

本町が近隣市町と歩調を合わせて期成会要望事項として提出している主なものにつき

ましては、まず大隅地域の広域に及ぶ災害時には重要な交通網となる域内主要道路整備

を促進する必要があることから、国道４４８号の整備促進を図っていただくよう要望す

ること。次に、２０２０の鹿児島国体では、大隅地域での広域にわたる自転車競技が開

催されますことから、今年度、地域内外からのサイクリストによる交流人口の増加が見

込まれます。また、広域的な観光振興やインバウンド効果による地域活性化が期待でき

ることから、国道４４８号の大崎町菱田から東串良町、肝付町境間に自転車通行空間ブ

ルーラインを設置すること、次に志布志湾岸の侵食防止、住民生活の安全確保のための

塩入川総合流域防災事業の早期完工に向け、特段の配慮を図ること。次に、志布志湾岸

の大隅平野周辺には、塚崎古墳群、唐仁古墳群、横瀬古墳群、考古学的にも貴重な古墳

群が数多く点在し、岡崎古墳群においても国指定に向けた調査事業を進めることとして

おります。 

このようなことから、これらの貴重な文化財を観光資源として活用するため、観光ル

ートの整備について、特段の配慮をお願いすること。 

最後に志布志湾地域にはちりめん業者が多く、昔から変わらず製造に必要な天日乾燥

に依存している状況です。現在、それぞれの業者の努力により、自動釜、自動乾燥機等

の導入が良質な加工製品を生産するためには、天日乾燥を工程から外せません。そのた

め、降灰に作用されない良質な加工製品を生産するための降灰防除施設の整備について、

特段の配慮をお願いすることでございますが、このほかにも他市町村から要望事項とい

たしまして提出された中には、本町や大隅全域、４市５町に関係するものも数多くござ

います。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

済みません、今答弁されたのは、共同宣言みたいな感じに聞こえるんですけれども、

町長みずからが何か意見具申とか、そこに何かを持ち込んで取り計らいをお願いしたと

か、そういうことはないんですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

これは団長が鹿屋市長の中西さんでございまして、団長が一応全部答申をするんです

よ。その中で別に要望があればということで、振られましたときは、私も手を挙げて言
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いましたけれども、そういうことです。私が言ったことをお答えしましょうか。私が伝

えたことをお伝えしましょうか。 

 

３ 番（瀨戸山） 

お願いします。 

 

町 長（宮 原） 

今回、２市４町でしたけれども、７月末に東京の議員会館のほうで、そういう会を持

たれまして、これは農水省、そして国交省との円卓会議でございましたけれども、最後

の国交省のとき、ちょうど７月の初め、７月３日に出たレベル４について手を挙げて説

明させていただきました。そのことで、国交省の職員がもう皆さん御存じですよと、テ

レビを見ましたということで、うなずかれてましたけれども、そのことによって、我が

町、肝付がその上流にあるのは串良川ですと。串良川が水位が上がりまして、大変な状

況、皆さん御存じでしょうかレベル４という避難勧告でした。これは水位が上がったこ

とは、串良川が以前からうちの町内の議員さんもおっしゃっておりましたけれども、四

隅の堆積が、そういうものがございまして、四隅が結局草の繁茂と樹木がいっぱい生え

ているということでこれを撤去しないことには、これは解消されないということで、ま

だまだどのような災害が起こるかわかりませんけれども、この撤去についてにお願いし

ますということと、それと我が肝属川の河口部にある砂が堆積したもののしゅんせつも

お願いしますということで、私独自で答えました。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

今そういうことを初めてお聞きしましたけれど、この期成会については、本当に活動

的にやっていかないといけないことだと思っています。 

それで次に移りますが、その中で関連していきますけれども、④この期成会には議会

議長も参席するが、どのような共同歩調をとっているか尋ねるということですけれども、

議長と私もいろいろ聞いて回ったんですけれども、やはりこの期成会に関しては役場の

執行部の方々も参席するということと、それからやっぱり町長と議長の共同歩調でまち

からアピールする部分を皆さんに酌んでいただけるような強いアピールというものも必

要だということですけれども、議長と町長がどんなふうに共同作業をされているのか、

あるいはあったのか、なかったのか、ちょっと聞きたいです。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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今申し上げましたのが大体うちらの持っていることでございますので、議会は議長と

しての立場で行かれるし、私は執行部としての立場で行きます。そういう中で期成会の

目的は、あくまでも大隅地域全体の産業、経済、文化等の飛躍向上を目指すことであり

ます。近隣市町とも足並みをそろえて国・県への要望活動を毎年行っております。地域

活性化のための重要な要望事項等を審議する場でございますので、当然にお互い共通認

識を持って会議には出席しております。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

これからは、本当に意思疎通を図っていただいて、いろんなことを議論して、そうい

うアピールをやっていただきたいと思います。 

それでは、今後、東串良から期成会への申し立ては、どのようなものがあるかという

ことですけれども、最後の５番目ですけれども。この期成会の中で町長が東串良の観光

地のことも言われまして、ごみ問題も言われたというふうに話を聞いていますけれども、

だから肝属川、高山川、串良川、あの辺のごみがずっと下流にたまって集積して、今ひ

どい状態になっているわけですけれども、町長がそれを皆さん、東串良が一番被害をこ

うむるんだよということをおっしゃったという話は聞きましたけれども、これでやっぱ

り終わるんじゃなくて、そのごみが出ないためにはどうすればいいのかという、政策提

言とか、そういう具体的な解決方法まで言っていただくようなことはできませんか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

ごみは出るというか、こういう大雨とか台風というのは自然災害ですので、流木とい

うのは山から流れてくるものであって、議員おっしゃるごみがプラとか、そういうもの

に限定するのかどうかわかりませんけれども、どうしても竹とか、樹木類についてはこ

れは自然の災害ですので、どうしようもないというのが現実でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

この席でごみの問題に特化して話をしちゃいけないんでしょうけれども、私が言うご

み問題というのは、それは仕方のないことです。自然流木が、あそこにも、揚場の前に

もいっぱいこの前山積みにされていましたけれども、その件も申し上げましたけれども、

要はごみ問題ですよね。人間の捨てるごみ問題です。だから今、マイクロプラスチック



会  議  の  経  過 

 

-16- 

の問題もありますけれども、この件に関して言えば、どういうことを言いたいかという

のは、だからただ言うだけであって、具体的に自分たちが解決方法、具体的な政策提言

というところまで持っていかないと期成会もだめなんじゃないかということを言いたい

わけです。だから、そういうごみ問題に関してもいろんなことを勉強して、ごみを出さ

ないためには、どうすればいいのかということを真剣に考えて、そこまで踏み込んでい

かないといけないんじゃないでしょうかということを言いたいわけですけれども、どう

ですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今、その人間の出すごみのほうをおっしゃいましたけれども、３日前ですか、鹿屋市

のＦＭかのやからおいでいただきました。あの方々は、藻をとるボランティアをしてい

らっしゃるということで、鹿屋川ですけれども。そういう形で、ボランティア的にそう

いうことをやっていらっしゃる方々、それと串良川のクリーン作戦もございます。建設

同志会とか、商工会と交えてやっております。これはどうしても皆さんがそういう形で

やっていかないことは、ボランティアでもやっていけないわけです。今、議員がおっし

ゃる言うだけではだめだと、それは本当ですよ。体を動かすことですよ。そういうボラ

ンティアに参加していただければありがたいなと思っております。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

きょうはごみ問題で今、話が特化して、きょうはそれが趣旨じゃありませんので、ご

み問題については、またさらに私もお話をさせていただきたいと思います。 

では、大きな３番、ＰＦＩ、ＳＤＧｓについてのその後についてです。 

ＰＦＩのことも数年前から申し上げております。そしてＳＤＧｓも去年も申し上げま

した。ＳＤＧｓは、私が間違えましたけれども、内閣総理大臣賞は、小田原とか、横浜

市であって、隣の大崎町は観光長官賞だったんじゃなかったかなと、私が間違えました

けれども、ＳＤＧｓ、ＰＦＩとか、横文字に関しては、なかなか皆さん、自分も含めて

とっつきにくい部分はあるんですけれども、この件に関して、私がここで一般質問で政

策提言したことについて、ＰＦＩ、ＳＤＧｓについて、町長はどんなことを勉強されて、

今どういう状態で議論されているとか、あるいは話が進んでいるとか、その辺具体的な

話でお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 
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町 長（宮 原） 

お答えします。 

このＰＦＩにつきましては、議員より昨年６月の第２回定例会におきまして、御質問

いただきました。当時、公営住宅等も老朽化していることから、これらの整備をＰＦＩ

事業導入による整備ができないか、模索しているところでございました。しかしながら、

ただいま民間事業者からＰＦＩ以外の手法で本町に住宅を建設したいという話を受けて

いるという内容を答弁させていただきました。固定資産税の減免措置などメリットがあ

れば、集合住宅を建設したいという話をいただいておりました。 

そこで、昨年９月の第３回定例会におきまして、固定資産税の減免措置を盛り込んだ

東串良町民間資金活用集合住宅建設促進条例案を可決していただきまして、条例制定後

に、東串良町物産館ルピノンの里の裏側に１００％民間資金による集合住宅が建設され

ました。入居者募集開始後、短期間のうちに満室になったとのことでありました。仮に、

公営住宅をＰＦＩで建設した場合、施設整備費は、民間が調達することになりますけれ

ども、最終的に整備費については、長期還付返済が可能となるものの、町が全額返済す

ることになります。このことを考えれば、先ほど申し上げました減免措置というメリッ

トを生かした１００％民間資金投入による集合住宅が建設されたことは有効であったと

感じております。 

ＳＤＧｓにつきましては、議員より昨年１２月の第４回定例会におきまして御質問い

ただきました。その際、答弁いたしましたとおり、マダイやヒラメの稚魚放流、ビーチ

クリーナーやスライドモアによる柏原海岸の清掃、特に松林においては、就任当初から

雑草、雑木の伐採を継続的に行いまして、森林の保全、環境美化に努めてまいりました。

このことは既にＳＤＧｓの１７の目標の中の１３の気候変動に具体的な対策を、１４の

海の豊かさを守ろう、１５の陸の豊かさを守ろうの項目に当たると理解しております。 

また、日本政府の特化した取り組み８項目の中の⑤の気候変動対策、⑥の森林開業等

の環境保全の項目にも当たると考えております。町木であります黒松と、町花の咲き誇

るルーピン畑の海岸保全活動の重要性に私も思いを職員にしっかり伝えてきましたし、

今後も一層本町の財産である白砂青松の環境保全に邁進してまいる所存でございます。

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ＰＦＩもこれで終わりじゃないんですよね。だからＰＦＩもＳＤＧｓも今国が推奨し

て、各地方公共団体に投資が来ていると思うんですけれども、そういうマニュアル的な、

国からのそういうのを町長はごらんになられましたか。 

 

議 長（田之畑） 
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町長。 

 

町 長（宮 原） 

このＰＦＩはまだ今からですけれども、また今後ですけれども、このＳＤＧｓにおい

ても我がまち農業のまち、ハウスもそうです。油を使わないヒートポンプとか、そして

農薬を使わない天敵とか、そういうのもＳＤＧｓにつながるだろうと思っておりますの

で、今後もまたこれも進めていけたらありがたいなと思っております。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ＳＤＧｓについては、こういうことをやっているんだということでしたけれども、Ｓ

ＤＧｓをやる上で、そういう今環境問題に取り組んでいらっしゃるということでしたけ

れども、これにはちゃんとした書式があって、ＳＤＧｓの項目にまとめてやっている方

法でやらないといけないと思うんですけれども、例えばそういうＳＤＧｓにのっとって

こういう事業をやったという、そういう実績書みたいなのはつくっているんですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

実績書に基づいたというものはまだつくっておりませんけれども、今後それはまた職

員と一緒につくっていきたいと思っておりますので、御理解いただければありがたいな

と思っております。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

だから今その答弁の仕方はおかしいと思うんですよね。ＳＤＧｓを言ったからこうい

うことをやっているという、それは話にならないと思うんですけれども。ちゃんと国か

ら書式が来ていると思います。それにのっとってやっていないということはＳＤＧｓを

結局は形骸化していることじゃないんですか。ただ、たまたまあそこを、松林をきれい

にするとか何とかそういう言い方はおかしいと思いますよ。いかがですか。 

 

議 長（田之畑） 

企画課長。 
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企画課長（中 島） 

ただいまの御質問に私のほうから補足をして説明させていただきます。 

先ほど町長も答弁いたしましたとおり１７の目標、それから日本政府として特化した

項目も示されております。そういった中で具体的に定められた書式で取り組んでいると

いうことはございません。日本全国でも割合的にどれぐらいの市町村がそれをやってい

るかということもまだ調査しておりませんが、まず身近にあることをまずは取り組むこ

とが重要ではないかと思っております。大崎町のごみ問題にしても、このＳＤＧｓ、以

前から取り組んだことが評価されて、それがＳＤＧｓにつなげていろいろと表彰もされ

た流れだったというふうに理解をしております。そういったことで、まずは地元ででき

ることをまずやって、そのことはまたいろんな世界に発展していくような、また第一歩

になればいいんじゃないかなということで感じております。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山譲一君。 

 

３ 番（瀨戸山） 

わかりました。大体概要がつかめました。だからこれからＳＤＧｓのマニュアルにの

っとって、組織正式に書式として残して東串良もＳＤＧｓにのっとって事業をやってい

るんだよということをちゃんとその辺を明確化していただきたいと思います。 

これも最後の最後に書いていますけれども、ＳＤＧｓにしても町長がやっぱりリーダ

ーシップをとって、職員さんにも声をかけてやっていかないといけないということにな

っていくと思います。その辺は町長、これからよろしくお願いします。 

以上で終わります。 

 

議 長（田之畑） 

ここで暫時休憩します。 

 

休  憩 午前１１時０３分 

――――――◇―――――― 

再  開 午前１１時１０分 

 

議 長（田之畑） 

それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、１番 小川香織議員の発言を許します。 

１番 小川香織議員。 

 

１ 番（小 川） 

おはようございます。１番 小川香織、通告に従いまして、１、本町の防災・減災対

策について、２、今後の展望について、３、教育環境について、４、医療・介護につい
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ての４点について一般質問をいたします。 

まず初めに、２０１９年９月に発生した台風１５号で被害を受けられた方々に心から

お見舞い申し上げますととも、１日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 

近年数十年に一度と言われるような大規模な自然災害が毎年のように頻発しておりま

す。また、災害では被害想定範囲をはるかに越え、復興に対して対応がおくれたり、想

定範囲以外の災害により適切な対応が行き届かない事態が発生し、被災された方はもち

ろん、復興にかかわる行政関係者にも嘆声が聞かれたとお聞きいたします。日本は、世

界でも珍しい４つのプレートが集まる地点に位置しており、そのため、地震の発生が多

い国とされております。平成２３年に発生した東北地方太平洋沖地震、東日本大震災は、

マグニチュード９という日本の観測史上最大の地震で、世界第４位に入る超巨大地震と

なりました。想定された範囲をはるかに越えた被害と死傷者、家族の叫びや大切な人を

失った悲しみと涙、津波の映像は今も記憶に残っております。このような映像を再び目

にすることがないよう、また本町でこのような災害による被害が起こらないよう考えて

いかなければなりません。気象庁によりますと、東日本大震災から令和元年８月までに

日本付近で発生した主な被害地震は、北海道で発生した胆振東部地震や熊本で発生した

熊本地震を含め、約８年という短い期間で６１件も発生しております。災害とは、地震

に限らず、大雨や台風などの自然災害、人為災害、特殊災害があり、本町におきまして

は、広い範囲で低い沖積平野が広がり、海岸沿いには備蓄基地が隣接しているため、特

殊災害を含め多くの災害に備えなくてはならない状況下にあると思います。また、隣接

した地域では、過疎化や少子高齢化問題、若者不足に人材不足、交通の便について現在

でも解決できていない問題が幾つもあります。災害時にこれらの問題が多くの町民の避

難のかせとなるのではないかと危惧いたすところであります。これらの問題と本町の地

形を含め、独自の防災、減災対策についてにどのような取り組みがなされているのか、

町長のお考えを伺います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。今議員のおっしゃった日本国中が災害に見舞われております。それと

佐賀県、そして９月９日、台風１５号による、今千葉県のほうが３０万戸から停電とい

うことで大変な状況です。こういう暑い中、熱中症で倒れる方がまだまだふえるんじゃ

ないかなと危惧しているところでございます。一日も早い復興を願っております。 

近年、社会情勢や気候の変化等によりまして、災害は複雑・多様化しております。本

町においても、災害から地域住民の生命、身体及び財産を守るためには、消防、防災力

の一層の向上が不可欠であります。このため、ハード面では、これまで下伊倉地区、津

波避難タワーや防災センターなど避難所を兼ね備えた防災拠点の建設や消防車両の定期

的な更新による消防力強化を図ってまいりました。 

また、ソフト面では、自主防災組織の活動を推進しております。平成３１年４月１日
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現在で、８１の組織が設立し、自主防災活動をしております。特に豊栄地区では、豊栄

上・豊栄中、１振興会を中心といたしまして、平成３１年３月に豊栄地区防災計画を策

定し、地区内での防災組織の編成や役割分担など計画書に明文化することで、地区内の

活性化と地域力、福祉力向上につなげているようであります。今後も住民主体としたこ

のような取り組みを強化を図ってまいりたいと考えております。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

本町では、ハード面では下伊倉防災センターなどの防災拠点の強化、また消防車両の

導入に力を入れており、ソフト面では自主防災組織の促進に力を入れているといった対

策がとられているということがわかりました。大規模災害が頻発している中、町民の命

や財産を守るため、また起こり得る被害を最小限に抑えるため、先ほど伺いました防

災・減災対策は、大切なまちの責任であると考えます。その対策を踏まえ、次の質問に

なりますが、ことし７月３日、梅雨前線と低気圧の影響により、九州南部地方では記録

的大雨に見舞われ、本町の住民におきましても豪雨災害等への不安を抱く方が多くいた

のではないでしょうか。報道では、降り始めの６月２８日からの総雨量が１，０００ミ

リを超えたというところも報告されており、平年７月の１カ月分の雨量をわずか１日で

超えるという豪雨が発生いたしました。本町でも６月３０日から７月４日までの５日間

で総雨量は５００ミリを超えたという報告をいただいております。今回の大雨では、豊

栄に隣接する串良川で氾濫のおそれが強まり、警戒レベル３の避難準備高齢者等避難が

発令され、町民への呼びかけが開始されました。避難勧告等の目安となる氾濫危険水位

に到達した際は、到達する前に岩弘地区、豊栄地区、池之原地区、川西地区に緊急の避

難指示が発令され、避難所に指定されている三つの施設に町民は避難いたしました。私

は、消防団として避難された町民の方とお話をさせていただいたり、避難誘導や食料配

達を行ったのですが、災害に対する対策等について、住民によるさまざまな不満の声や

要望、問題等への指摘があったように感じました。もちろん全てを解決するということ

は不可能であると存じ上げておりますが、今回の災害に対する対策への意見等が改善す

べき案件であるのであれば、今後の計画に盛り込んでいただきたいと思いますし、課題

等がありましたら、早急に対応していただく必要があると思います。７月４日、警戒レ

ベル３の避難準備高齢者等避難を解除し、情報連絡体制の解散をした後、どのような話

し合いがなされたのか、また課題と今後の対策について町長にお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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今議員のおっしゃいました大隅地方では記録的な大雨に見舞われ、６月２５日から７

月３日までの総雨量は１，０００ミリに達したところもございました。肝属川水系では

軒並み水かさが増しました。特に串良川の豊栄橋付近では、７月３日、午後３時半ごろ

氾濫危険水位の４メートル９０センチに達し、３日午後５時、串良川と５０センチ余り

で堤防を超える５メートル１４センチの水位に達し、それから４日午前０時までおよそ

９時間にわたり氾濫危険を水位を超えました。いつ大規模な水害が起きてもおかしくな

い状況が続きました。 

町は、７月３日午後２時３０分、串良川に隣接する岩弘、豊栄、池之原、川西地区に

対しまして警戒レベル４を避難勧告発令し、同日午後３時３７分、同地区に対しまして、

警戒レベル４避難指示を発令しました。このため、開設した避難所には多くの方々が避

難され、一時殺到する事態もありました。受け入れ体制の整備など課題がありました。

今後、避難所物資の充実強化や避難訓練などを実施し、対策を図りたいと思っておりま

す。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

課題について、何点かの課題が出ていたというお話を聞きました。今回抽出された課

題については、早急な対策と検討を望みます。 

説明をいただいたように、本町でも防災に対するさまざまな取り組みや対策を行って

いるということは存じ上げております。しかし、東日本大震災で起こったような災害の

ように、今までの国や自治体などが想定に起案した過去の災害例を参考にする追っかけ

型では対応できない災害がこれまでも多く発生しております。想定外に対し、行政面で

災害に備えることは難しいとの論議もあると思いますが、しかし、１人として失ってよ

い命があるとは思いません。さきに述べた地震や特殊災害を含め、本町の地域の特性を

加味した上で、町民が安心して住み続けられる東串良をつくり上げる必要があると考え

ます。 

昨年行われた全国知事会議では、防災・減災の対策の考え方や取り組みを見直さなけ

ればならないとの危機感のもと、主となるものが先頭に立ち、行動する必要性を説いて

いました。本町の主は町長であります。河川の問題では、肝属川水防災意識社会再構築

協議会に当初から参加され、河川に対する問題を話し合われてきております。どのよう

な話し合いがなされ、今回の災害に生かされたのか、本町に対する町長の防災意識と今

後の取り組みや計画などをお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 
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町 長（宮 原） 

災害から町民の生命はもとより、日ごろの暮らしを守ることは町政の基本でございま

す。町政の主流といたして、今後もさらに町民の皆様が安心・安全に暮らせるまち東串

良に全力を傾聴してまいります。しかしながら行政の避難情報などには限界がございま

す。町民の方にもみずからの命はみずから守るという意識を持っていただきまして、み

ずからの判断で避難行動をとり、行政はそれを全力で支援するという住民主体の防災意

識の高い地域づくりも必要不可欠であると考えております。このため、自主防災活動や

避難訓練などの充実を図るとともに、今後も消防、防災力の機能強化を図り、防災、減

災対策に一層力を入れていきたいと考えております。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

私たちがどんなに備え、対策を練ったとしても自然災害が起きる時期や場所、規模な

どを変えることはできません。しかし、法整備や活動計画の見直しなどのソフト面と平

成３０年に本町で行われた緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練のような自衛隊の協力

を含めたハード面をうまく組み合わせることで、自治体の防災・減災力を強靭化し、災

害発生時には対応がいち早くできると思います。大規模な災害では、ハード面の救援が

もらえないことも考えられます。そのため、限られた人材と資源で災害に対応すること

も考えなくてはなりません。東日本大震災の教訓を受け、市町村が取り組むべく基本的

な対応や実施すべき対応業務が地方都市等における地震対応のガイドラインに示されて

おり、避難所における良好な生活環境の確保に向けた取り組み指針が災害対策基本法の

改定とともに策定されております。しかし、本町では、避難所運営のマニュアルの作成

が追いついていないとお聞きします。また、災害発生時は、臨機応変な対応が求められ

ると思います。状況の変化を想定し、いち早く復旧・復興できるよう定めた本町におけ

るＢＣＰ計画が作成しているかもわかりません。防災計画や防災力を高める取り組みと

して１人でも多くの住民の方に防災に関心を持ち、防災力を高めてもらう人材育成も十

分であるとは考えにくいと思います。 

防災に対する最後の質問になりますが、防災について重要な視点となりますので確認

いたします。防災対策を協議する上で、女性のメンバーは何名ほど参加し、女性の発言

はどの程度反映されているのでしょうか。町長にお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

今、女性の対応をどうしているかという話でございますが、女性については、防災会
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議もろもろあるんですが、参加していただいていない状況もございます。ただし、小川

議員も消防団に入っていらっしゃるかと思いますが、その消防団の方々の意見を聞きな

がら、各種施設整備等もやっていけたらなと考えておりますので、今のところは、女性

消防団を中心にしながら防災・減災対策についても意見を聞かせていただければなとい

うふうに思っているところでございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

女性の視点を取り入れるということで、女性だけではなく、子供や高齢者、障がい者

の方の支援にもつながると言われております。災害は複合的に発生します。さまざまな

意見を取り入れ、本町にふさわしいガイドラインの策定と今後の取り組みを望みます。 

また、災害時における大切な情報受信機が火災時に十分な安全確保がなされていない

とお聞きします。災害時は、さまざまな情報が町民の安全、命のかなめとなります。ぜ

ひそういった機器や必要な物資等の確保、状況についても検討していただきたいと思い

ますが、町長のお考えをお伺いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今、総務課長も答えましたけれども、以上のことで、またそれぞれ検討させていただ

きたいと思っております。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

ぜひ今後検討いただきたいと思います。 

次に、今後の本町における展望について質問いたします。本町では、財政の判断に４

つの指標を使い、決算に基づく財政健全化判断比率と資金不足比率を公表しております。

この健全化判断比率でいきますと、平成３０年度決算において良好であるという判断が

なされます。しかし、さきの一般質問でお答えいただいたように、財政力指数は、この

５年間で０．０５ポイント減少し、町税の固定資産税の中にも含まれている市町村交付

金志布志石油備蓄基地の大幅な減少により、今後も財政力指数は減少傾向にあると予測

され、本町の財政状況は、現在も今後についても厳しい状況にあると伺いました。８月
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に開催された第４回臨時会において、東串良町有機堆肥センター施設など設置に関する

契約について、質疑、討論の上、総事業費約１億８，０００万円の案件が採択されまし

た。もちろん本町の負担は全てではないということは承知しておりますし、本事業が東

串良町の農業や畜産に必要不可欠であるという説明を受け、採択に賛成いたしました。

しかし、事業説明の中で、この事業が通年赤字通告であることや、そもそも赤字を想定

範囲内としてつくられた事業であることについては、驚きを隠せませんでした。負担額

が少ないからといって、通年赤字運営でいいとは考えにくく、本町の財源を投資するな

ら、やはり有機堆肥センター設立時に受賞した賞の獲得といった目標設定を掲げる必要

性や歳入の増額、歳出の減額に対する取り組みや検討が必要であると思います。この事

業に限らず、本町の財源を投資する事業におきましては、現状の財政状況や生産人口の

今後の減少等から目的や運営に関する厳しい視点を持つ必要があると思います。補正予

算や単行議案、また過疎地域一律促進計画を拝見する中で、本町におきますシティプロ

モーションや都市開発計画に関するビジョンがやや不明瞭に感じます。今後、ますます

厳しくなる財政状況の中、どのような東串良町を想定し、そのために今何が必要か検討

することが重要であり、限られた予算や資源の中、どのように計画されているのか、町

長の意見をお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

今、議員のおっしゃいました厳しい状況というのは、これはどうしても来るだろうと

思っております。歳入につきましては、自主財源と依存財源がございます。この自主財

源におきましては、平成３０年度はふるさと納税が莫大に伸びたことも起因しておりま

して、ありがたいと感謝申し上げたいと思っております。それと依存財源におきまして

は、どうしても今、人口をふやさないことには地方交付税がふえないんです。この１人

頭１９万６，０００円というのが交付税として措置されます。だから例の定住促進住宅

用地、これを進めているのは、町内の方々がつくっていいんですけれども、あくまでも

町外からお越しいただかないことには、住所が東串良町になって初めて地方交付税に反

映されますので、そういうことで、今町外の方々を今呼び込んでおります。それで私、

きのうちょっと会があったときに、またそれも言いました。我がまちは、鹿屋、志布志

のちょうど真ん中です。ベッドタウンですので、ぜひ１人でも多く来ていただければあ

りがたいなという、そういうことで、この定住促進住宅、この財源というものも我がま

ちの依存財源になるということで、これだけは御理解いただければありがたいなと思っ

ております。 

過去５年間、平成２６年度から平成３０年度までの歳入総額の推移は、１０億５，０

００万円増加しているところでございます。これは今言いましたふるさと納税が起因し

ているだろうと思っております。主な要因としましては、ふるさと納税による寄附金の



会  議  の  経  過 

 

-26- 

増加、ふるさと応援基金からの繰り入れや平成３０年度に廃止いたしました各種基金の

繰入金の増加によるものでございます。しかしながら基幹的な歳入である町税のうち、

国有資産等所有市町村交付金、志布志国家石油備蓄基地に対する償却資産が毎年度減少

することに伴いまして、町税は８，３００万円減少している状況でございます。 

また、年度によっては、町税の減少、地方交付税の増加となっておらず、町税の減少

を加味した地方交付税の算定も難しく、今後も引き続き減少していくことが想定されて

いるところでございます。さらに厳しい状況になることが予想されるところでございま

す。 

次に、歳出でございますが、過去５年間の歳出総額の推移は、１０億４００万円増加

しているところでございます。主な要因といたしましては義務的経費のうち、社会保障

費等を含む扶助費の増加、緊急防災減災事業債を活用した施設整備に伴う公債費の増加

でございます。その他の経費のうち、ふるさと納税に対する関係経費の増加によるもの

でもございます。今後さらに厳しい財政状況が予想されますことから事務事業の見直し

による人件費の抑制、一般財源を極力抑えた住民サービスやニーズの高い投資的事業の

実施、その他の経費のうち、節減できるものは見直していく必要があるところでござい

ます。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

本町においては、課題もたくさんあることながらベッドタウンである定住促進事業や、

また事業費の見直し、ニーズの高い投資のお話、ふるさと納税の増加を見込み、収入を

拡充した計画を進めるというお話をいただき、本町にとって魅力ある展望であるととも

に、期待が持てる回答でありました。他市町村でも、人口の著しい減少に伴い、地域社

会における活力の低下を防ぐとともに、地域の自立促進を目的とした過疎対策事業に取

り組んでいます。その事業の成果によって、住民福祉の向上や雇用の増大、それぞれが

有する地域資源を最大限活用し、地域の持久力を高め、町民の生活にかかわる公益的機

能を十分に発揮する取り組みが行われ、まちに誇りと愛着を持つ地域社会の実現につな

げられているとお聞きいたします。 

本町も今後の展望を踏まえ、限られた資源である、人・物・お金を活用し、効率的な

行政運営を行っていく必要があると考えます。つまり積極的に歳入の拡大を目指した事

業の展開を図るとともに、現在、まちが行っている事業につきまして、本当に必要な事

業なのかを考え、計画の修正を行うなど、効率的な仕事の進め方を工夫する必要がある

と思います。そのため、時には厳しい視点での事業選択や打ち切りも行わなくてはいけ

ないと考えます。本町の主は町長であり、二元代表制による採択が現在行われています

が、本町にとってよい政策や提案が活発に行えるよう議員や町長のみでなく、行政、執

行機関関係者とともに、積極的かつ活発に意見を出し合えるよう、職員一人一人の働き
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方を見直し、専門知識や能力を取り入れたまちの運営や行政改革の取り組みが重要にな

ってくると思いますが、町長の考えをお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

行財政改革につきましては、過去におきましても、国から要請によりまして、平成１

７年度からおおむね５年間の取り組みを明示した集中改革プランを作成し、当時、全国

全ての地方自治体団体において作成、公表され、集中的な行政改革が実行された経緯が

ございます。そもそも行財政改革というものは、厳しい財政状況の中でも安全かつ良質

な公共サービスが確実、効率的に実施されるよう各市町村で地域の実情に応じて、自主

的に取り組まれるものと認識しております。今後は、２０２５年問題等によりまして、

予算上、扶助費が高額になることが予想されております。限りある財源を有効に活用す

るため、身の丈に合った行財政運営を進めていくために必要に応じまして、行財政改革

を行うことも十分念頭に置いているところでございます。 

近年、行政改革等で取り組んだアンケートといたしまして･･････ちょっと前後しま

すけれども、将来展望につきましては、地方財政状況調査がありまして、平成２５年か

ら３０年度を参考に中長期、財政計画、５年間を作成してみると、通年度ベースの歳出

を継続していった場合、財政調整基金からの繰入金を年々増加させていく必要が出てく

ると考えているところでございます。この結果、平成３０年度末で１７億円ほどの財政

調整基金が令和６年度末で８億９，０００万円まで減少して、今まで厳しい財政状況の

中、積み立てた基金も半分程度となると見込んでいるところでございます。あくまで参

考的な数字で答弁させていただいたところでございますが、将来における中長期の見通

しは厳しく、歳出の見直しが必須であると考えているところでございます。以上でござ

います。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

財政や将来の展望も厳しいという回答をいただきましたが、本町は有識者やすばらし

い人材が多くいます。その専門知識や能力も取り入れ、今後より一層厳しくなると予測

される財政状況や経済、環境状況を把握し、より早い事業の展開や見直し、報告を期待

しております。 

次に、教育環境について伺います。 

前回６月議会で質問させていただきました教育現場での安全対策について、現在の状

況を伺います。また、交通道路上での安全対策については、池之原小学校裏門に対する
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ガードレールの設置や横断歩道の追加などの検討も含めて、どうお考えであるか、教育

長に御質問いたします。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 

 

教育長（天 神） 

議員のお尋ねにお答えいたします。 

前回の質問にありました登下校における送迎時の危険な状態の改善や、実例について

の質問だと思いますので、それについてお答えいたします。 

池之原小学校は、ＰＴＡ総会のときに、裏門への送迎はやめてほしいと、文書を配布

し、説明したようです。その後、文書で歩育を意識して、駐車場でおろして正門から登

校する旨のお願いを保護者にしたということです。今は裏門への送迎は、かなり減って

きたと聞いております。まだ完全ではないので、９月のＰＴＡ役員会でも話題にし、こ

れからもお願いをしていくということでした。もちろん駐車場での乗りおりや、歩道ま

での通行はお互い注意してもらいたいと思っております。中学校は、ＰＴＡ総会のとき

に、基本的には歩育を考え、自転車か徒歩での登校をお願いしたということです。つま

り体育館前でおりて４００メートルぐらいは歩いて正門から登校することもお願いした

ということです。生徒たちには、自転車の事故等もあり、その都度安全指導しているよ

うです。 

また、雨天時にはどうしても車での送迎になりやすいので、前回も一案として考えて

いると説明しましたが、役場前の駐車場の使用方法として一方通行のことを１０月のＰ

ＴＡ総会で具体的に話題にする予定だと聞いております。現状は、このようなことです

が、事故等がないうちになるべく早く実行できるよう、再度学校のほうにも要請をして

いきたいと考えているところです。 

ただ、小学校の裏門のところのガードレールということも出てきましたけれども、確

かに安全な一面はあると思います。ただ、どの位置にどこまでつくるか検討しなければ

ならないと思います。子供が車からおりる場所によっては、教員の車と同じ坂道を歩き、

曲がることになります。また、ガードレールのあるところで、停車すると右側の車道の

ほうへおりることになるので、逆に危険だと思います。また道路や歩道の広さ等の条件

などいろんな課題等も予想されますので、財務関係、あるいはまた関係機関に相談する

ことになると思いますので、ここでのはっきりした返事はできないことを御理解いただ

きたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 
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車での通学が減って、今後９月、１１月のＰＴＡ役員会でこの案件に対しお話しして

いただけるということを聞き安心いたしました。子供たちの通う通学路は、朝の登下校

時間になりますと、学生や働く成人の通勤時間と重なり、車の行き来がふだんの時間と

比べて多くなっております。また、大型車や小型バイクなど普通車以外の走行車両も行

き交い交差するため、ふだんの時間帯と比べても、事故要因が大きくなり、子供たちの

安全については、早急な対策と検討をお願いしたいと思っておりました。対策がおくれ

たことによる死亡事故や人身事故等が起こってしまわぬよう、今後の通学路の安全対策

や児童の見守り体制を含めた活発な検討会が開催されるよう期待しております。 

次に、教育対策について伺います。 

本町の教育対策について、前回の質問でも伺いましたが、昨年度から教育対策におい

て、学校現場主導で行われ、教頭先生を中心として対策が動き始めているというお答え

をいただきました。また、小中一貫教育そのものの目標としては、小中の教頭が教育方

針についてばらばらの考えを持つのではなく、同じ方向、同じ目的を持って、教育を進

め、一人一人を見守りつつ子供たちの学力の向上を図るとともに、小中の連携を強固た

るものとしてつくり上げ、また、これまで小中別々であった教育課程を小中のつながり

のある９年間を見通したものとして取り組めるよう組織化し、施設は類にされておりま

すが、学校の教員同士が目指す学校像を共有していくことで、９年間を通じた教育課程

を系統的な教育として今後も目指すものであるとの回答をいただきました。 

６月４日の第１回小中一貫教育協議会・学習指導研修会・相互授業参観では、教員の

意識改革についても、教育長のほうより訴えていただいたということで、今後の教育体

制に関して希望が持てる回答でした。今回、再度確認いたしますこととしては、教育方

針の方向性についてと教員同士の情報交換や意識の共有化に対してであります。本町に

は、３校の教育機関があります。小学校が池之原校区と、柏原校区にそれぞれ一つずつ

設置され、本町の中間地点に中学校が位置づけられております。それぞれの教育機関で

は、独自の教育プログラムや外部講師の依頼を行うことができ、それぞれ環境や教育課

程における進行状況に応じた最良な教育の選択が行われていると存じ上げております。

しかし、先日、この３校で１校だけ選択されている外部講師を依頼した授業がありまし

たので、この講師の行う講演は大変人気のあるものと伺っておりましたので、他２校の

教育機関に講演依頼の有無についてお尋ねしたところ、その１校がお願いしている講師

の情報や講演内容について詳しく把握されていないようでしたので、前回いただいた回

答の小中の連携や教員同士の目指す学校像の共有についての取り組みと、少し異なる点

を感じました。教育機関内で行われる情報共有のあり方について、どのような現状であ

るのか、また教育に関する方向性を合わせるべき教員同士の組織化に問題はないのか、

前回の質問を含め、教育長にお話を伺いたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 

 

教育長（天 神） 
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お答えいたします。 

質問の趣旨は、小中一貫教育の観点からの情報の共有とか、職員の意識改革はどうな

んだというようなことではないかと考えますので、そういう観点でお答えいたします。 

小中一貫教育でなくても、同じ町内の学校であれば、内容によって異なりますが、情

報共有することはよくあることです。ただし情報の提供はお互いしていると思いますが、

いろんな講演の講師などは各学校の判断でされていると思います。もちろん的確な方が

おられたらお互い紹介し、共有してほしいし、していると思っております。なので、小

中一貫教育を目指すのであるから、同じ内容の講演であれば、同じ講師でなければなら

ないということはないと考えています。念のため各学校に事情を聞いてみましたが、何

らかの問題があったというふうには、そういうことはなさそうでした。 

意識改革につきましては、本町の今一番の課題は、学習面だと思いますので、そのこ

とでかねてから先生方にお願いしていることを事例として説明しておきたいと思います。 

小学校の先生方は教科の内容が中学校にどのようにつながり発展していくのかを知っ

て指導していただきたいし、その先に高校入試があるという現実も意識しておいてほし

いということです。また、中学校の先生方は小学校でどこまで学習してきているのか、

理解はどの程度なのかなど、しっかり把握して指導してほしいと思っています。もちろ

んそのための学習以外の各生徒の個人的な情報等の引き継ぎもあわせてのことです。小

中の先生方が同じ目標を持ち、同じ目線で、同じ方向を向いて指導する、そういうふう

にお願いをしています。それが小中一貫教育の大きな目標だと考えているからです。 

また、今回の学力調査では、県下の状況と同様に中学校が芳しくない結果でした。そ

の改善策としては、この学年は小学校のときからどうのこうのとか、宅習時間が少ない

からとかいうような、そういうような言いわけをすることなく、その理由がわかってい

るのであれば、具体的な対策を立てて実行あるのみという考え方を全職員が意識し、試

験のある当該学年の担任だけでなく、小中全職員の責任であり、９カ年でみんなで育て

るという意識改革をするしかないと考えています。今、各学校とも学力向上に向けた年

間計画を作成し、今後頑張ってくれると思いますので、委員会としても確実に計画どお

り実施しているかの見届けをしていこうと考えております。今回の子供たちの学習状況

調査の回答では、国語、算数、数学、英語とともに、好きですと、それから将来大切だ

という意識はあるんですが、授業がよくわからない、家庭学習など勉強時間は少ないと

いう結果でした。勉強しないといけないという追い込まれた感覚がないように感じます。

必要に迫られてやらざるを得ない状況であることをまずは教師自身が認識し、先生方は

子供たちにそれを説明する覚悟をしてほしいと思っています。ＡＩ時代を生きる子供た

ちを教育しているという自覚を持ち、昔ながらの経験、勘、気合いという、俗に言う３

Ｋだけで授業することなく共感、感謝、感動という教師の基本姿勢の３Ｋを根底に置き

つつ、進みつつある教師のみ人を教える権利があるという教育学習の言葉を胸に刻み、

子供と向き合うようにお願いをしているところです。 

あわせて言わせていただきますが、保護者や地域の方々も勉強の大切さを子供たちに

語り、もっと上を目指すような雰囲気づくりに協力していただきたいと願っています。

そういう意味で、まずは、教師、そして子供自身、それを見守る保護者、地域の方々が
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それぞれの立場でそれなりの意識改革が今本当に必要であると考えているところです。

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

今後の教育体制に関して、教育長の考えを継続し、子供の学力向上に努めてもらいた

いと要望いたします。また、教師、子供、保護者としても意識改革を今後一層考えてい

かなければならないという課題も伺いました。前回も質問の中で申し上げましたように、

子供の一日一日は、かけがえのない、また取り戻すことのできない大切な時間です。教

育体制におきまして、何らかの原因で引き継ぎがうまくできなくなったり、指針がずれ

てしまったり、教育の体制に不備が生じますと、その時間を犠牲にする子供たちが出て

しまいます。アイデンティティの構築過程である複雑な成長過程に位置する子供たちに

とって、統一された、また情報が共有された教育体制、教育組織は本当に安心のできる

場所となり得ると考えます。安心できる場所では、落ちついて多くのことが学び取るこ

とができると思います。難しい案件ではあると思いますが、ぜひいま一層の取り組みを

希望いたします。 

次に、本町における医療・介護の取り組みについてお伺いいたします。 

まず、医療費について質問いたします。本町では、乳幼児から１８歳までを対象に子

供の病気の早期発見や早期治療において親の負担を軽減し、健やかな成長を支援する目

的で医療費に関して全額を支払う助成を行っております。ひとり親家庭医療助成金につ

いても、子供の該当する年齢までの医療費を全額、まちが助成してくれることは大変あ

りがたい制度であると思います。この支払い方法についてですが、医療機関で一度負担

する医療費の一部を窓口で支払い、後日、窓口で負担した分を申請書により助成される

申請書提出により助成される方法となっております。 

国では、２０１８年４月より未就学児を対象に、国民健康保険への国庫補助金の減額

調整措置を廃止し、これを受けて、鹿児島県が２０１８年１０月より非課税世帯の未就

学児を対象に現物給付制度を開始しております。しかし、これでは大多数の子供の状況

は変わりません。鹿児島の子供の貧困率は、全国ワースト３位であると言われ、子供を

取り巻く現状は厳しいものです。また、鹿児島県では三つの医療費、乳児医療、ひとり

親家庭医療、重度心身障がい者医療がいずれも償還払いで助成されており、隣に隣接す

る宮崎県や他市町村において、この助成制度の仕組みは異なります。近年、働き方改革

や収入を安定・維持させるために女性が外で働くというスタイルは当たり前になってき

ております。その中で、子供の急な発熱や病気、または介護により仕事を急に調整、休

まなくてはならない状況が出てきております。この申請に関して、平日、東串良の役場

があいている時間帯の受け付けになっておりますので、働く場所が本町より離れていれ

ば、平日の５時までに申請に訪れるのは大変厳しく休憩時間を使っての申請も難しい状
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況です。特にひとり親家庭は、収入減がひとり親本人となりますので、仕事を優先に働

くしかできない状況にあります。また、重度心身障がい医療で助成を受けている方は、

体調が悪くて通院しているのであり、病院以外の申請に役場へ再び外出するという行為

は大変苦しい状況であると考えます。窓口での支払いがゼロとなり、申請が省かれるこ

ととなればどんなにありがたいことでしょうか。この現物給付については、曽於市では、

一部疾患と契約委員とで現物支給の助成が行われているとお聞きいたします。本町にお

きましても、この医療費につきまして、窓口負担の無償化を希望したいところではあり

ますが、この三つの医療費を町独自で現物支給に変更すれば、国庫補助金の減額措置に

該当し、一般財源等へ圧迫につながるため、難しい状況だと考えておりました。しかし、

最近さまざまな団体による鹿児島県の医療費窓口無料化についての署名活動が行われて

いることを知りました。現知事である三反園知事の公約の中に、子ども医療費助成制度

の内容が述べられており、窓口での一時払いを完全にゼロとする公約に対して、知事の

任期が残すところわずかであることから、要請事項として各種団体が動き出した所存で

あります。知事がこの制度を改定していただければ、本町における減額調整措置を受け

ることなく、働く親の負担も軽減されます。また、三つの医療費も合わせて現物給付を

していただければ、障がいで負担を多く感じられる日常に対して、申請に時間を割くと

いう負担を軽減できますし、また介護に携わる家族の負担の軽減にもつながると思いま

す。この取り組みについて、本町からも何かアプローチをお考えではありませんでしょ

うか。町長に伺います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えいたします。三反園知事の公約であります子ども医療費の窓口払いの無料化に

つきましては、現在、未就学児の子ども医療費について、非課税世帯のみがその対象と

なっております。また、町独自の事業といたしまして平成２９年４月診療分から高校３

年生まで保険治療分の自己負担分について課税世帯、非課税世帯を問わず、全額助成を

行っているところでございます。議員お尋ねの重度心身障がい者医療費助成やひとり親

家庭医療費助成を含む、子ども医療費助成において、全ての窓口払いを無料化するため

に、県に対して働きかけを考えていないかという点につきましては、先日の県議会にお

いて、三反園知事が対象者の拡大に向けた有識者懇談会を設置するための補正予算を提

案されたとのことでございますので、町といたしましては、その推移を見守りたいと考

えております。ただ、必要があれば大隅の４市５町で構成する保健医療推進協議会等で

の協議や地元医師会を初め、医療機関の先生方の考えも伺いながら判断したいと考えて

いるところでございます。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 
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１ 番（小 川） 

伺いました。ぜひ御検討いただきたいと思います。 

次に、前回質問の中に組み立てていたのですが、最後までうまく質問できませんでし

たので、今回再度伺うことになります介護保険料について、町長にお伺いいたします。 

本町では、ことし１０月より施行されます低所得者の介護保険の軽減措置が全国で実

施されます。生活保護を受けている人、住民税が非課税で、なおかつ年金収入が少ない

人など１，１００万人を超える対象者がいると伺いました。政府は年間でおよそ１，４

００億円の公費を介護保険料の給付とは別枠で新たに投入していくと決め、最大でこれ

までの経済状況に応じた介護保険料の基準額の３割まで軽減されることが発表されてお

ります。この介護保険料の制定は、住んでいる各市町村で金額が異なり、今年度から介

護保険料が増額されている市町村もあります。その市町村に比べ、本町は今年度据え置

きとなり、介護負担料の増額に対する不安は軽減されました。しかし介護保険や医療費

の今後の負担給付費が今後どんどん膨らんでいくということで、将来の介護保険料につ

きましても上昇が見込まれる話も出ております。本町は、農業、畜産業、漁業、産業な

ど国民健康保険の加入者率が高く、その国民健康保険に加入している方は厚生年金に加

入している方より、年金の受給料が低く、将来の生活に対して不安だと訴える方も多く

見られます。少子高齢化や今後の町の歳入減少を予測し、考えますと、大変厳しい状況

にあるのではないかと考えます。本町では所得段階別保険料額を現在９段階に区分して

おり、今回の軽減措置では、今まで第１段階のみの軽減措置であった対象が第３段階ま

で引き上げられましたが、今後の保険料の増額、サービスの維持を図るためには、さら

なる見直しや計画の変更を行わなくてはならないと思います。特に保険料の区分に対す

る細分化は、合計所得金額に対する保険料負担額の均等化につながり、給付費、負担額

の今後軽減につながるのではないかと思います。 

現在、第９段階までの区分で８０万円以下、１２０万円、２００万円、３００万円と

細かく制定されておりますが、第９段階におきましては、合計所得金額が基準所得金額

３００万円以上と一律に設定が設けられております。年額に申し上げますと、１２万６，

４８０円を支払うということになるのですが、例えば３００万円の所得に対する１２万

６，４８０円と５００万円の所得に対する１２万６，４８０円、８００万円、１，００

０万円、２，０００万円、３，０００万円に対する１２万６，４８０円では負担割合が

同じであるとは考えにくいのではないかと思います。今後さらなる介護に対する負担金

額がふえると見込まれる中、介護保険料に対し、平等な負担割合を適切に行うためにも、

保険料が払えなくなる方の不安を解消するためにも、この細分化というのは、必要では

ないかと考えます。この考えについて、町長のお考えをお伺いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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次の御質問であります介護保険料の段階区分の見直しについてでございますが、本町

は、国の基準に基づいて、９段階を設定しております。今回介護保険法施行令及び国庫

負担金等に関する政令の一部改正に伴う負担割合について見直しをお願いしているとこ

ろでございますが、現在のところ、町独自で段階区分の見直しをする考えは持っており

ません。段階区分の近隣市町の状況と医療介護に関する財源につきましては、福祉課長

に答弁させます。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

それでは、お答えいたします。 

財源確保の観点からのお尋ねでございました。近隣の状況について申しますと、肝属

地区の２市４町につきましては、国の基準どおり９段階の区分となっております。近隣

市町の中では、志布志市さんが１２段階の区分を設定されております。ただし、この志

布志市さんの１２段階は、保険割合の上限は本町と同じく基準額の１．７０倍というこ

とになっておりまして、所得に応じた保険料割合は、国の基準を上回っていないようで

ございます。つまり国が示す基準内で所得区分を細分化することで、段階区分をふやし

たというのが志布志市さんの事例でございます。 

したがいまして、国が示す上限を超えて保険料を算定している市町は近隣にはござい

ませんので、先ほど町長が申しましたように現段階では本町独自で段階区分を見直すと

いうことは今のところ考えておりません。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織さん。 

 

１ 番（小 川） 

伺いました。 

現在段階区分の考えはないということでした。消費税の増税、介護福祉に対する負担

の割合の増加に伴い、今後国民年金を含め、高齢者の貧困率はどんどん上がると考えて

おります。ぜひ今後検討されることを希望いたします。 

これで私の一般質問を終わりたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

それでは、ここで暫時休憩します。 

 

休  憩 午後 ０時０８分 

――――――◇―――――― 

再  開 午後 ０時５７分 
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議 長（田之畑） 

それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

４番 牧原完治議員の発言を許します。 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

それでは、通告に従いまして、質問申し上げたいと思いますが、私の今回の質問は、

円山公園の一帯の件でございます。 

柏原の一角にあるわけなんですが、柏原といえば海岸線です。長い海岸線が町内には

ございます。砂浜と黒松林がありまして、安留沖ではサーフィンができ、また、山野か

ら柏原まではルーピン畑というようなことで景観が楽しまれるわけなんですが、そこで

円山公園が柏原にできているわけなんですが、ここをふれあい森と知らないという町民

がたくさんいるんじゃないかと思います。そこでこの公園の一帯の整備が順次なされて

きたわけでございます。相撲道場については屋根をかけた、それから遊具施設をつくっ

た、そして避難場所をつくったというようなことなんですが、今後どのように整備され

るのか、町長がどのような理想というか、ビジョンを掲げられているのか、質問申し上

げたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答え申し上げます。 

円山公園につきましては、今年度中に相撲場周辺の芝張り工事を行います。芝張りの

整備面積は約３，０００平米を予定しております。また有利な起債等を活用いたしまし

て、遊具等の増設もまた図ってまいりたいと考えております。さらには、老朽化した児

童館を撤去し、同じ場所に公園の管理棟を建設し、公園機能の充実を図るとともに、観

光情報の発信や、地元特産品をＰＲできる拠点施設としても活用してまいりたいと考え

ております。町営プールにつきましても、建設後、相当な年数が経過しておりますので、

再整備するか、他の用途にて活用するかにつきましても、また今後検討させていただき

たいと思っております。 

一方、ふれあいの森につきましては、約３ヘクタールという広大な面積であります。

現時点におきましては、雑草や雑木が生い茂らないように定期的な清掃作業を委託して

おります。年間を通して町内外の方でにぎわうキャンプ施設となるように努めてまいり

たいと考えております。 

また、キャンプで訪れた皆様へ弁当、オードブルとか、柏原名物のさつまあげなどの

宣伝を行い、注文や買い物をしていただくこと等の経済効果を高めていければと考えて
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おりますので、ぜひ御理解いただければありがたいなと思っております。 

また、最終的な理想でございますけれども昔のようなきれいな松林から青い海が見れ

て、シュロとか、そういうのがいっぱい生えてくる状態を復活させることもまた円山公

園やふれあいの森に町内外から多くの方々が訪れ、にぎわい、交流人口が増し、商店街

が事業者の方々にもうけていただくことと、地域活性化が図られることでありますので、

今からまだまだですけれども、手をつけてまいりたいと考えております。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

今、町長は将来のビジョンを申し上げられたわけなんですが、ただ、懸念するのがち

ょっと後ろ向きなんですが、今後１５年、５０年後、町内の人口がどうなるか、いろん

な施設を充実させても、それが効果があるのか、それも懸念されると私は思っておりま

す。 

１件ずつ質問を申し上げたいと思いますが、まず相撲道場ですが、歴史がある柏原の

大相撲が年１回開催されるわけです。それに屋根をかけて、これも多分約９００万円ぐ

らいでしたかね、屋根かけが。それで年１回の開催ということで。この相撲については、

相撲連盟の組織が柏原にできております。この組織があるがために、何とか歴史を守っ

ているような気がするわけなんですが、ここは、例えばちょうどこの帳簿が来ました。

ここに相撲のことが、県内の相撲連盟が書いてございました。柏原だけじゃなくして、

小学校に相撲の少年団ができないか。また、小学校に相撲の魅力というか、そういうの

がこの相撲場を通じてできないか。例えば小学校の遠足を池之原の遠足をこの公園に遠

足で連れてきて、相撲の発信はできないか、そのようなことを考えているわけなんです

が、この相撲のスポーツ少年団は教育長でもいいんですが、できないかということなん

ですが、どうでしょうか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今、議員おっしゃいました年１回の柏原大相撲だけじゃなくして、今回広報誌に載せ

ておりますけれども、相撲協会と相撲連盟と声をかけていたものですから、我がまちの

ほうから。ただ、相撲連盟のほうが手を挙げてくださいまして、鹿児島県の相撲連盟の

ほうから、相撲教室をやりたいということで御紹介いただきましたので、そういう形で、

今回伊崎田小、それと吹上小、それと出水小、この３小学校と、それと今議員おっしゃ

いました我がまちには相撲クラブがないものですから、どうしても相撲クラブをつくる

ことは急遽できなかったんですけれども、とにかく我がまちの生徒さんも集められない

かということで声をかけましたところ、１７名の生徒さんが参加してくださいまして、
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唯一こうして相撲のよさというものがわかればいいなというだけでもやる価値はあるん

じゃないかということでさせていただきまして、そしたら、ちょうどこの１７人の中で

多分１０人が明くる日が地区大会とか何かあって出られなくなりまして、８名は残って

くれたんですけれども、そういう形でやっぱりちょっとでもいいアイデアをいただきま

して、遠足をあそこに持ってくるというのもありがたいなと思っておりまして、これは

また教育長と相談を申し上げまして、ふれあいの森とか、円山公園を遠足のあれにして

いただけないかということをまた要請してみたいと思っております。そういう形で、ち

ょっとでもいいからということで春先とかになりますと、ちょうどルーピン祭りのころ

はちょうどキャンプとして張っていただきまして宿泊された方は多分多かったものです

から、これはやっぱりどうしてもとしても見込みがあるということで、アウトドア的な

ことをまた考えて、そういう整備もさせていただければありがたいなと思っております。

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

町長が小学校の遠足等を考えているというようなことを前向きに答えてくださいまし

たが、せめて柏原ばっかりの相撲じゃなくて、町内の相撲ということで、今後子供たち

に何とか魅力を伝えていっていただきたいと思うわけでございます。 

次にプールなんですが、私も８月に何回かふれあいの森、プール等に訪れたわけなん

ですが、プールはにぎわっておりました。この前、福祉課長からプール利用者を聞いた

ところ、去年とことしのプールの利用者なんですが、去年が１，３２８名、ほとんどが

子供ということなんですが、ことしは１，６６６名ということで、去年より大分プール

の使用量というのはふえております。そして１日のピーク時が去年が９５名だったそう

です。ことしが１０１名ということで。私が行ったときも、青葉保育園のマイクロバス

があって、子供たちが楽しんでいたわけなんですが、ただ、プールを見ますと、古いと

いうのは、先ほど町長の答弁にもあったわけなんですが、益丸のプールも多分あそこは

昭和４０年前後にできた古いプールだったと思います。それが改装されて今のプールが

あるわけなんですが、あのプールも本体自体はいいと思います。そこにちょっと手を加

えて、またちびっ子のプールに滑り台をつくるとか、ちょっと工夫をすれば、それから

トイレとか、個室がちょっと古いです。この辺をきれいにすれば、まだ十分使えるんじ

ゃないか。また町営プールとして夏休み期間中に急にここが重要というか、子供たちの

遊び場になるんじゃないかと思っているわけでございます。そのようなことで、利用者

の増を図っていただきたいと思うわけでございます。 

それから明光園の跡地を出していたわけなんですが、明光園が移設してから何年もた

つわけなんですが、もともと町有地だったわけでございます。この明光園を当時町は明

光園に無償で譲渡されたと思うわけなんですが、そのときの契約書というのはないんで

すか。 
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議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

お答えします。 

契約書というものはちょっと目にしたことがございません。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

普通は財産譲渡をするときは、契約書をつくって、こちらと向こうと２部つくって保

管されていると思うんですよ。多分これは重要ですから、永久保存の契約書だろうと思

うんですが、見当たらないということになりますと、仕方がないわけなんですが、その

今の明光園に契約書の写しというか、向こうの確認はされていないんですかね、こっち

になければ。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

明光園側にも確認をしておりません。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

何で確認はされていないんですか。 

 

議 長（田之畑） 

福祉課長。 

 

福祉課長（吉 永） 

いただきました質問の通告によりますと、明光園の跡地利用について考えていない

かということと、それから跡地返還の協議はまだなされていないのかということで通

告をいただいておりました。私のほうも以前からそういった住民からの陳情書とかも

以前はあったということで、そのときの経緯等も聞いたりしたんですけれども、その

際に確認をしましたら昭和４５年１２月に町から社会福祉協議会有明会に贈与された
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土地ということで、登記のほうも確認をいたしました。 

したがいまして、所有権は、現在も社会福祉法人有明会にあるものということでご

ざいますので、特にそのことについて跡地利用をどう考えるかとか、また返還協議に

ついてどのように考えるかということについてもこちらに所有権がないものについて、

いろいろと考えていくということは適当ではないのではないかということで言われた

ような、そういった確認をいたしておりません。以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

円山公園一帯で中心部に明光園の跡地があるわけなんです。町長はこの明光園の跡

地を貸して、あそこも利用したいなというそのような考えはないんですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

   お答えします。明光園の跡地利用につきましては、返還協議についてお尋ねですけれ

ども、旧明光園の土地につきましては、今課長のほうから答弁がありましたけれども、

昭和４５年１２月に町から社会福祉法人有明会へ贈与をされた土地でございますので、

所有権は、現在も同法人にあるものと承知しております。したがいまして、町といたし

ましても、明光園跡地利用を考える立場にないものとして理解しているところでござい

ます。今のところ、跡地をどうこうということは言えませんので、これは御理解くださ

ればありがたいと思っております。 

また、跡地返還の協議につきましても同様の考えでございます。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

この前、１カ月ぐらい前ですか、総務民生委員会で現地を視察したわけです。そし

てふれあいの森を見て、トイレがないなとか、いろんなことを担当課長とも指摘をし

たわけなんですが、その中で我々委員会のメンバーで見たところ、明光園跡地があれ

ばいいなということが一致した考え方だったんです。それで明光園に当時私も２年ほ

ど前に明光園に勤務されていた方に、いきさつはどうだったんですかと訪ねたことが

あったんですよ。その方の意見をまとめておりますが、明光園の設立は町が主体とな

って全部やってくれたということで、本町単独では、福祉法人ができないということ

で、名義上、串良町と内之浦町の３カ町としたというようなことで、当時旧高山町に
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ついては、国見園があって参加ができないということで、３カ町で設立された経緯が

あるそうです。そして債務保証を町がいたしまして１０年か、確かな記憶はないとい

うことなんですが、１０年か２０年で返済されたということで、そのお金は全額町が

負担してくださいましたよということだったそうです。それでその土地が、その方に

跡地が今、明光園は新しくつくってあるんだが土地はどう思いますかということを尋

ねたところ、多分条約には返還しなさいという、そういう条項はないだろう。ただし、

町が全面的に資金から何から出して債務保証もされたということだったので、施設が

不要になって移設した場合は無償で町に返還すべきじゃないかということを言われま

した、その勤務されている方は。そのようなことで、明光園も向こうにできているわ

けなんですよ。無償とまでは言いませんが、何らかの形で町が持つべきじゃないかと、

私は思うんですが、どうですか、町長。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

有明会のほうから返還しますという言葉があれば、またそれなりに我がまちで担当

課と相談しまして、それはまた前向きに考えていきたいと思っております。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

町長、相手方が返すとか、そうじゃなくて、交渉すべきじゃないかと思うんですが、

前町長がすべきだったことなんですが、どうですかね、町長、そういうことは考えら

れませんか。交渉して、話し合いでもですよ、してみようかというようなことは考え

ていないですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

議員おっしゃるとおり、我がまちで利用して何かをやろうという目的が今のところ

ないものですから、町から言うというか、そういうことは今のところ考えておりませ

ん。それと今、議員おっしゃるとおり返すからという言葉が出てくれば、また別だろ

うと思っておりますが、返してくださいとか、今のところは言えない。これは当時、

理事長が当時議員に補欠選挙で入られてきたとき、一般質問で前町長さんにお聞きさ

れたのが、あれはどこの土地かと言われたとき、前町長はあれは現在有明のものです

ということを答弁されておりますので、それは重たい答弁だろうと思っておりますの
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で、それだけは御理解いただければありがたいなと思っております。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原完治君。 

 

４ 番（牧 原） 

今、町長の答弁で今のところは所有権が有明会というようなことで、全然交渉は今

のところは考えていないということなんですが、私は、この方に聞き取りをしたのを

メモしてございますので、また渡しますので、町長はそれなりに今後円山公園におい

ても中心部が明光園の土地なんですよ。あそこさえ利用できれば、やがて柏原には食

べ物とか、いろんな干物もございます。そういう店をつくったりというか、漁業と商

工会をタイアップして出店とか、柏原のお土産品もできるような、そういうような気

がするわけです。ですから、ぜひ今後明光園跡地も有明会の名義ということもあるわ

けなんですが、ぜひ町でも何か使えないか、そのようなことも考えていただきたいと

思います。 

これで私の質問を終わりたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

次に、２番 児玉勇治議員の発言を許します。 

２番 児玉勇治君。 

 

２ 番（児 玉） 

通告に従いまして、交通安全について２点、そして学校安全について１点質問させ

ていただきます。 

交通安全の１点目ですが、高齢者運転による交通事故が大きな社会問題となってい

ます。私もテレビや新聞等で何回も事故の状況を見ました。事故を起こした人もあわ

れでしたが、起こされたほうも悲しい光景を何度も見たところです。特にアクセルと

ブレーキの踏み間違いの事故が多く、このことを踏まえて、東京都では、高齢者がペ

ダルの踏み間違い等による急加速抑制装置としての機能を有する安全運転支援装置を

１割負担で設置できるように９割を補助していると聞きました。もちろん対象の条件

としましては、７０歳以上の運転免許の保有者、設置する自動車が自家用車であるこ

と、また補助の限度額は１０万円となっています。この制度は、都道府県単位での助

成制度だと思われますが、鹿児島県ではこの制度があるのか、また先日の新聞では鳥

取県があおり運転対策として、ドライブレコーダーの費用の一部を助成、併用としま

して３万円を上限として安全運転支援装置の予算化を９月の議会に提出するとありま

したが、鹿児島県を含んでこの制度を運営している都道府県があるか、お尋ねします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 
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町 長（宮 原） 

お答えします。私も議員おっしゃるとおり悲惨な事故ですごい可哀想でしょうがあり

ません。子供たちがいつも犠牲になっておりまして。４月１９日の豊島区で発生した暴

走車による親子の交通事故、それと５月８日大津市で発生いたしました園児の交通死亡

事故など子供た犠牲になる事故、高齢者運転による事故が相次いで発生しております。

これを受けて、このため政府は基本事項といたしまして、大きく三つの政策に取り組む

ことといたしております。 

まず一つ目は、子供を交通事故の被害から守るため、未就学児を中心に子供が日常的

に集団で移動する経路等の安全確保を早急に進めること。 

二つ目に安全運転サポート車の普及や、運転免許証の自主返納者への各種支援策の広

報、啓発など高齢者の安全運転を支える対策を一層加速させること。 

三つ目が免許返納の高齢者の移動の足となる公共交通の利用、環境の改善、最新の自

動運転技術を取り入れた新しいモビリティの活用等の高齢者の移動を伴う日常生活を支

える取り組みについて、大胆に取り組もうとしております。 

このため、政府動向を注視する必要もございますが、なお、ことし８月３１日の西日

本新聞の記事では、九州の７県と市町村の計２４０自治体に対してアンケートを実施、

回答のあった２１８自治体のうち、５市町が安全運転サポートカーや後づけ装置の購入

に対して、３万円から５万円程度の助成をしているようでございます。鹿児島県は現時

点においては、ドライブレコーダーを含め、補助事業の予定はないようでございます。

ただし、肝付警察署において、ドライブレコーダーの貸付はあるようでございます。以

上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉勇治君。 

 

２ 番（児 玉） 

先日ある人が私に最近体も弱り、運転に対する判断力が弱まってきたと言われました。

また、私に東京都のような制度は東串良にはないかとも聞かれました。今、町長が言わ

れているように鹿児島県はないということでしたので、もちろん全ての高齢者や身体が

不自由な方々に取りつけるとなると大変な予算が必要です。今回私に質問された方もブ

レーキとアクセルの踏み間違いによる交通事故の恐ろしさを認識されてのことだと思い

ます。鹿児島県はないと言われましたが、本町独自で設置のあれはないか、ちょっとお

尋ねします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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お答えします。 

本町では今のところ考えておりません。事故もないと言えばない、高齢者に対するそ

ういう支援というのは、今のところ考えていませんけれども。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉勇治君。 

 

２ 番（児 玉） 

町長の考えはわかったんですが、財政も大変だとは思うんですが、助成の上限を設け、

検討していただければすごく老人の方々も助かると思いますので、再度検討をお願いす

ることと、少しでも高齢者の事故を減らすことで、近隣の市町とも協力しながら、県へ

の働きかけを要望するところであります。 

引き続きまして、２点目の高齢者の運転免許証の返納についてであります。 

私が肝付警察署に聞きましたところ、本町の昨年の交通事故は１２１件、前年度から

は１５件の増、そのうち、人身事故は２２件、死亡事故は１件です。そして高齢者、警

察で言うところの高齢者の運転者というのは６５歳以上ということですが、事故は３０

件だったそうです。今は高齢者の交通事故が大きな社会問題となっていますが、バスも

なく、自家用車しか移動する手段がない。本町において運転免許証の返納は老人の方に

対しては死活問題だと思います。高齢者の方から返納はしたいけど、人生が終わったよ

うな気がしますということもありました。今まで同僚議員からもくるりんバスはないか、

バスに対する代替手段は何かないかと質問があったところ、その都度、町長の答弁も聞

きました。今から私が言うのはちょっと私が世間話をしたときに出た夢じゃないけれど

も、こういう考えを持っているなという考えのことをちょっと述べさせてもらいます。

町民の建設会社の方、役場職員の方、社会福祉の方、また希望者があれば、その車の真

後ろなりにグリーンのステッカーを張るらしいんです。その車を見かけたら手を挙げれ

ば、その人が「どこへ行っきゃとな」と言って、その方が柏原から豊栄のバス停まで行

きたいと言われれば、通った人がバス停まで乗せていくと。その方が鹿屋に目的があり

ますので、鹿屋に着いて帰ってくるときは、役所のミネサキの辺でバスでおりてもらう。

そこでミネサキに行ったら、またグリーンのステッカーがあったと。その人が買い物か

ら帰ってきたら、柏原まで帰りたいんですけれどもと言って乗せてもらうと。そういう

のを広げていって、その方は高齢者だからチケット何かお金のあれを町からもらってい

たのをその運転した人に渡すという考えだったような気がするんですけれども、これは

ちょっとしたアイデアなんですけれども、いろんなことを町民で考えている人がいると

思うんです。だからくるりんバスもだめ、柏原はタクシーの補助が出ているとかいろい

ろ聞いているんですが、もう１回、いろんなことを考えれば、いろんなアイデアを町民

の方も持っているとは思うんですよ。だから回答が前に進まないんじゃなくて、こうい

うのもやっていますという役場の方のあれもすごく聞いて頑張っていらっしゃるなと思

うんですが、もう１回その辺を再検討してもらって、今私が言ったのは、タクシー会社

の件とか、事故があった場合の責任、一般車が金銭の授受がいいのか、いろんな問題が
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あるとは思うんですが、町長もう１回ここを何か考えてもらうわけにはいきませんか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今議員からすばらしいアイデアというんですか、それは本当だろうと思います。こう

して今おっしゃったグリーン車の登録をしていただきまして、それをやってどのような

形になるのかわかりませんけれども、各集落ごとに１人、１台、２台とか、そういうグ

リーン車の登録制度を、いつでも乗せますよという形ができたらすばらしいまちだろう

と思います。そういう形でちょっとでも、今おっしゃった事故をしたらどうなるのかも

あるだろうと思います。乗りおりをするとき、事故ったときの保険制度とかいろいろな

ものはついてくるだろうと思っております。それと白タクにならないように、結局料金

をもらえば、これは営業ですので、それを営業にならないようにポイント制にするとか、

そういう形とかいろいろ考え方があるだろうと思っております。これも検討の余地があ

りますので、ちょっと検討もさせていただければありがたいなと思っております。以上

です。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉勇治君。 

 

２ 番（児 玉） 

今、町長の前向きな検討をいただき、高齢者の両親を持つ子供たちが車を運転してい

たんだけども大丈夫だろうかと。帰ってくるまで心配する気持ちを少しでも軽減するた

めに今の町長が言った政策の方法をとってもらうことを強く要望いたします。 

引き続きまして、学校安全について一つだけ質問させていただきます。 

災害時等の学校の休校は、通常、学校長に委ねられるとのことですが、ことしの７月

３日は被害が広範囲に及ぶことが予想されるため、各教育委員会が主体に判断し、休校

にした小学校があると新聞にありました。鹿屋市、肝付町、大崎町は非常時には、各学

校の代表者と教育委員会が協議し、校長が決定すると聞きましたが、本町はどうなのか

ということと、７月３日に戻しますが、７月３日の午後から休校になったと思います。

そして翌日の４日は、朝から学校はお休みだったと思いますが、３日の午後は、雨も強

く学校に迎えに来られた保護者の方々も先生も大変だったと思います。ある保護者の方

と会ったときに近隣の学校のように３日が休みであればよかったとか、職場での休みを

とる関係で、朝から休校のほうがよかったという声も聞いたのですが、当日の様子がわ

かれば教育長お願いします。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 



会  議  の  経  過 

 

-45- 

 

教育長（天 神） 

お尋ねにお答えいたします。 

児童生徒のけが等への対応や不審者への対応など、緊急時の対応の仕方やマニュアル

は、各学校ごとに定めてあります。台風や津波等、気象に関するようなものは大まかに

は決めていますが、細かい判断基準やマニュアルはありません。特に津波は緊急時の対

応でどこに避難させるか、帰宅させるか、そのときの情報次第で対応も変わります。ケ

ース・バイ・ケースなので現場の校長判断となります。台風の場合も基本的には校長判

断と言えます。実際は、近辺の学校の状況等も加味し、職員会議を開き、最終的には校

長が判断して、町教育委員会に報告があります。それが特に問題なければ了解したとい

うことになり実行します。もし何らかの不安や疑問があれば、新しい情報の提供をした

り、指導、助言をし、修正することもあると思います。 

また、逆に委員会のほうが早く情報をキャッチした場合は、学校にその対応を含めて

連絡することもあると思います。学校数が多く、広範囲の市町は対応を統一するのは難

しい面があり、細部は異なることもあり得ます。なので、逆に統一した指導を教育委員

会からすることもあり得ると思います。本町は、３校しかないので、連絡がとりやすく、

なるべく同じような対応になるように努めています。先日の大雨のときは、３校に連絡

をし、校長、教委と顔を合わせて協議をしました。鹿児島市や鹿屋市の余りにも早い休

校の決定に戸惑いもありましたが、総務課の担当者にも気象情報を聞き、近隣の状況も

確認しながら本町の実態とあわせて判断したところです。前日に対応の予告や当日最終

判断する旨を保護者に流してあり、時間帯から考えて、給食を早目に食べさせて帰すほ

うが保護者も昼食の準備の必要がないと判断したところです。大体このような形が一般

的な対応の仕方であろうと思っております。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉勇治君。 

 

２ 番（児 玉） 

ただいまの教育長の話によりまして、当日の話し合いの様子とかがよくわかりました。

休校に関しては、法的な明確な基準もなく、学校教育法施行規則に基づいて、学校長が

判断することが恒例のようですが、鹿児島市教育委員会は、今回初めて教育委員会が主

体として休校を決めたとのことです。気象庁が厳重な警戒を訴えたことに対して、緊張

感のある大変な状況と捉えての対応だと思います。災害の危機への備えは、備えあって

憂いなしです。空振り覚悟で何もなかったということが大前提だと思います。今回は、

災害被害もなく、犠牲者もいませんでした。地球温暖化や今まで考えらないような雨量

や地震等も考えられます。気象庁から厳重な警戒メッセージがでた場合は、休校の決定

を教育委員会主導で学校側と協力してもらい、子供たちの安全が保たれることを強く要

望しまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 
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議 長（田之畑） 

以上で一般質問を終わります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２ 議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第２ 議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号）につい

てを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４３号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第３号）について

を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第３ 議案第４４号 令和元年度東串良町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号） 

 

議 長（田之畑） 
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日程第３ 議案第４４号 令和元年度東串良町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４４号 令和元年度東串良町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第４ 議案第４５号 令和元年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 

              補正予算（第２号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第４ 議案第４５号 令和元年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別

会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４５号 令和元年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会

計補正予算（第２号）についてを採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第５ 議案第４６号 令和元年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特別 

              会計補正予算（第１号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第５ 議案第４６号 令和元年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）

特別会計補正予算（第１号）についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４６号 令和元年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特

別会計補正予算（第１号）についてを採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第６ 議案第４７号 令和元年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

              号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第６ 議案第４７号 令和元年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４７号 令和元年度東串良町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）についてを採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第７ 議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

              号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第７ 議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４８号 令和元年度東串良町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
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議 長（田之畑） 

これで、本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、９月２６日午前１０時より会議を開きます。 

本日はこれで散会します。 

 

散  会    午後 １時４４分 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

       東串良町議会議長 
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開   会    午前１０時２５分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

直ちに議事に入ります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 議員派遣の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣の件は、会議規則第１２９条の規定により、別紙のとおり派遣することに

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、別紙のとおり派遣することで可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決された議員派遣の件について、派遣目的、派遣場所、派遣期間、派遣

議員に変更があった場合、議長に一任されたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件について変更があった場合、議長に一任することに決定

しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２ 発議第２号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 

 

議 長（田之畑） 

日程第２ 発議第２号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書を議題とします。 

お諮りします。 
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本案について、提出者に趣旨説明を求めます。 

９番 宮地利雄議員。 

 

９ 番（宮 地） 

ただいま議題になりました発議ですが、新たな過疎対策法の制定に関する意見書を提

出いたします。 

御承知のとおり、現行の過疎地域自立促進特別措置法は、令和３年３月末に期限切れ

を迎えております。本町の財源上も極めて貴重なものでありまして、交付税措置が後日

返済時に図られるという極めて必要な制度であります。これを引き続き継続してもらう

ということが本町の運営上もどうしても必要なものでありますので、ぜひともその旨の

意見書を政府に提出するということでありますので、協議いただきまして、ぜひ採択を

していただきますようよろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから発議第２号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決されました発議第２号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書につ
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いて、その条項・字句・数字・その他の整理を要するものについては、その整理を議

長に委任されたいと思います。御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、条項・字句・数字・その他の整理を要するものについては、その整理

を議長に委任することに決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第３ 議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 

議 長（田之畑） 

日程第３ 議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３４号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 
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したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第４ 議案第３５号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例につい 

              て 

 

議 長（田之畑） 

日程第４ 議案第３５号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３５号 災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第５ 議案第３６号 東串良町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 

議 長（田之畑） 

日程第５ 議案第３６号 東串良町印鑑条例の一部を改正する条例についてを議題
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とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３６号 東串良町印鑑条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第６ 議案第３７号 東串良町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を 

              定める条例の一部を改正する条例について 

 

議 長（田之畑） 

日程第６ 議案第３７号 東串良町子どものための教育・保育に関する利用者負担

額を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３７号 東串良町子どものための教育・保育に関する利用者負担額

を定める条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第７ 議案第３８号 東串良町立幼稚園授業料徴収条例を廃止する条例について 

 

議 長（田之畑） 

日程第７ 議案第３８号 東串良町立幼稚園授業料徴収条例を廃止する条例につい

てを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 



会  議  の  経  過 

 

-7- 

討論なしと認めます。 

これから議案第３８号 東串良町立幼稚園授業料徴収条例を廃止する条例について

を採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第８ 議案第３９号 東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用 

              弁償に関する条例の制定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第８ 議案第３９号 東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び

費用弁償に関する条例の制定についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

９番 宮地利雄君。 

 

９ 番（宮 地） 

次の議案第４０号との兼ね合いもあるとは思いますが、この会計年度任用職員の制

度が来年の４月１日から実施というように聞いておりますが、現在採用されている会

計年度任用職員についてもいわゆる採用試験を、今後は採用試験を実施して採用する

か否かどうかについては決めるということになっているようですが、現在採用されて

いる人も来年の４月１日からの採用を継続する場合に一定のそういう採用の試験など

を実施するのかどうか、いえば初年度ですから、初年度に限ってはそのまま継続する

のか、その辺のやり方はどのようになるのか、答弁願います。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

今現在採用されている方の取り扱いをどうするのかというところでございますが、

この条例を可決をしていただいたときに、今後任用規則等制定していく必要があろう

かと思います。その中で応募し、また選考してということになろうかと思いますので、
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これについては、公平性を期すために何人応募が来るのか、その辺もまだ今のところ

わからない状況でもあります。応募状況に応じて選考の方法を今後、面接なり、試験

なのか、その辺を検討させていただきたいというふうに考えているところでございま

す。以上です。 

 

議 長（田之畑） 

ほかに質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

ないようですので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３９号 東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費

用弁償に関する条例の制定についてを採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第９ 議案第４０号 東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定 

              について 

 

議 長（田之畑） 

日程第９ 議案第４０号 東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の

制定についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４０号 東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制

定についてを採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１０ 議案第４１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行 

               に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第１０ 議案第４１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定についてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 



会  議  の  経  過 

 

-10- 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定についてを採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１１ 議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更について 

 

議 長（田之畑） 

日程第１１ 議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更についてを議題

とします。 

本件について、町長からの提案理由の説明は、去る９日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４２号 東串良町過疎地域自立促進計画の変更についてを採決しま

す。 

本件はこのとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本件は可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１２ 議案第４９号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第４号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第１２ 議案第４９号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第４号）につ

いてを議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

おはようございます。 

議案第４９号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第４号）について御説明申

し上げます。 

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７，６２８万８，０００円を追加し、歳

入歳出それぞれ５２億８，５９８万８，０００円といたしました。歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第

１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

また、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」によるところでございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第４９号 令和元年度東串良町一般会計補正予算（第４号）について

を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１３ 認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定について 

◆ 日程第１４ 認定第２号 平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

              認定について 

◆ 日程第１５ 認定第３号 平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別 

              会計歳入歳出決算認定について 

◆ 日程第１６ 認定第４号 平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定） 

              特別会計歳入歳出決算認定について 

◆ 日程第１７ 認定第５号 平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算認定について 

◆ 日程第１８ 認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

              認定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第１３ 認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから、日程第１８ 認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてまでの６件を一括議題とします。 

各件について、委員長の報告を求めます。 

決算審査特別委員会委員長 西園貞美議員。 

５番 西園貞美議員。 

 

５ 番（西 園） 

ただいま議題となりました認定第１号から認定第６号について、委員会での審査結果

を報告いたします。 

別紙をごらんください。読み上げて報告にかえます。 

決算審査特別委員会報告書。 
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９月９日に開会した令和元年第３回東串良町議会定例会（９月議会）の本会議におい

て、委員８名で構成する決算審査特別委員会が設置され、平成３０年度一般会計及び５

特別会計の決算審査が付託されました。決算審査については、本委員会の審査結果が執

行部において次年度の予算編成や行政執行に生かされるよう、９月議会の会期中に実施

しました。 

以下、審査の経過並びに結果について報告します。 

本委員会は、令和元年９月１３日・１７日・１８日に委員会を開き審査を行いました。

審査の進め方は、主要な施策の成果説明書により担当課長から説明を受け、その後、質

疑応答という方法で行いました。 

審査に当たっては、次の点に主眼を置き審査しました。 

一、予算執行は計画的かつ効率的に行われたか。 

一、予算計画に対する実績は妥当であり、かつ行政効果や経済効果はあったか。 

一、町民にとって事業効果があったか、などです。 

審査の結果、９月２５日に開催した委員会において平成３０年度東串良町一般会計及

び５特別会計の決算を全会一致で認定すべきものと決したところです。 

なお、決算の内容について審査し、業務の執行の適正を確保することは、住民の代表

であり、議決機関である町議会に与えられた権限です。執行部において次年度の予算編

成の過程においては、決算の状況などを勘案した議会からの積極的な意見等を反映でき

るよう、次のとおり今回の審査における事業の評価や政策的提案を行い、本委員会の報

告とします。 

１．特に評価する意見のあった施策 

・財政調整基金の一部については、国債を売ることで高い売却益を得て財源確保が図 

られている。 

・海岸漂着物等地域対策推進事業により柏原海岸のごみ撤去に努めている。今後も継

続的な事業推進を望む。 

・ふるさと納税は昨年度より約２倍増となり、自主財源の確保に大きく寄与した。 

・東串良町移住者促進事業補助金の周知・活用を図って、人口増加につながっている。 

・小中一貫教育やひっくら塾を土曜日に開講し広く教育の場を提供している。 

・中学校にクーラーが設置され、快適な教育環境の整備ができている。 

・奨学金については貸付金額を引き上げ、返済期間を１０年と延長し、さらに返済期

間中に町内居住者は半額免除とするなど新しい制度での運用が始まっている。 

・就学援助費については、入学前の児童・生徒にも支給できるよう改善されている。 

・唐仁古墳群他バスツアーを開催し多くの町民が集まり、町内文化財のＰＲにつなが

っている。 

・本町には他町にない献血推進協議会があり、その活発な活動により献血率は県内１

位であり多大に社会貢献している。 

・２０歳から３９歳の国保加入者も健診料を無料化するなど、生活習慣病予防への早

期介入に取り組んでいる。 

・集落などを単位とした、いきいき体操やころばん体操等の普及で、高齢者の元気度
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アップ事業が推進されている。 

・教職員の住宅等、老朽化した公共施設が順次整備されている。 

２．特に指摘の政策的提案について 

・滞納繰越となっている過年度分の国民健康保険税の徴収率が悪い。悪質な滞納者に

は保険証を渡さないなどの対策が必要である。 

・口座振替の推奨を図り徴収率を上げるべきである。また、滞納処分を積極的に進め、

税の公平性に努めるべきである。 

・住民票など、コンビニエンスストア等で交付できるようなシステムの構築や検討が

望まれる。 

・高齢者の交通手段について、環境に配慮した町営バスを検討すべきである。 

・国からのふるさと納税返礼品の見直し要請に対応し、一方では寄附金の減少につな

がらないような対策を講じるべきである。 

・地方創生推進事業により２件の古民家を活用し改修したシェアハウスが整備されて

いる。しかしながら、活用の実績がない。その整備の目的を十分に踏まえ、関係機関等

との連携を図り事業効果が発揮できるように対策を講じるべきである。 

・柏原地区における定住促進住宅など、人口増の課題は喫緊の課題である。町当局と

議会、町民の知恵と工夫を総結集してこの課題に取り組むべきである。 

・町花ルーピンの管理等については万全の対策が望まれる。 

・簡易水道の有収水率は、特に中央地区が６５％と低い。今後も継続して徹底した漏

水調査等を実施していくべきである。 

・道路の補修関係であるが、工事期間が重なっているようである。補助事業や自然災

害などを考慮してのこととは思うが、年間を通じての平準化発注を要望する。 

・建設課職員は現場での工事関係者への指導など、相応の専門的知識を必要とす 

る。職員配置については技術職員の採用を進めるべきである。 

・本町農業のさらなる振興を図る上で、その核となる畜産指導員や園芸指導員の計画

的な採用を要望する。 

・航空防除の効果が上がるよう、耕作者へ除草作業の周知徹底など条件整備の推進を

図るべきである。 

・第１２回全国和牛能力共進会は本県で開催される。第１１回に引き続き日本一を勝

ちとれるよう県や農協等との連携はもちろん、町独自の施策も検討すべきである。 

・堆肥センターで受け入れる原料については、機器が損傷を受けないよう、原料の質

や内容等の基準について検討すべきである。 

・各種大会やイベントを視野に入れて、来町時をチャンスと捉えた唐仁古墳群の積極

的なＰＲなどは、人的配置（ボランティア）を含め早目の計画と対策が望まれる。 

・人づくり基金は廃止したが、人づくり研修事業は継続的な事業推進が望まれる。 

・姉妹都市の協定を結び、人と物の交流が図られる政策も必要である。 

・地球温暖化で環境の変化が著しい近年、状況に応じた快適な教育環境を提供（冷水

器の設置等）することを強く求める。 

・児童・生徒の学力・体力向上については、継続的かつ即効性のある対策が望まれる。 



会  議  の  経  過 

 

-15- 

・重複・頻回受診者への訪問指導は、訪問することで町民との信頼関係の構築や不安

解消につながるなど、その波及効果も大きいので継続しての実施が望まれる。 

・６５歳以下の死亡率が高い。健康管理と疾病の早期発見のため、今後もさらなる健

診への啓発や保健指導が望まれる。 

・患者の負担軽減と医療費の抑制を図るためには、今後もジェネリック医薬品の効能

の宣伝や普及促進が望まれる。 

・町内の公共施設のトイレは、洋式化へ改修すべきである。 

・集落内の道路についても、順次街灯を整備すべきである。 

・補助団体において、決算繰越額が多額となっている団体を散見した。補助金交付の

趣旨を十分に周知するとともに、活動目的を達成できない場合、補助金は減額するか交

付しないとすべきである。 

・本町の安定した行財政運営のためには、今後とも地方交付税や国有資産等所在市町

村交付金、石油貯蔵施設立地対策等交付金等の制度維持を引き続き政府に強く求めてい

く必要がある。かつ、石油貯蔵施設立地対策等交付金については、一般財源化への取り

組みとして全国石油備蓄協議会等での積極的な要望活動を求める。 

また、町税等の収入未済額の解消など自主財源の確保に万全を期すことを求める。 

以上です。よろしく御審議願います。 

 

議 長（田之畑） 

ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから各件ごとに討論、採決を行います。 

まず、認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定について、こ

れから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第１号 平成３０年度東串良町一般会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 
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委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

次に、認定第２号 平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について、これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第２号 平成３０年度東串良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

次に、認定第３号 平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計

歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第３号 平成３０年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別

会計歳入歳出決算認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

次に、認定第４号 平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）特別

会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第４号 平成３０年度東串良町介護保険事業（サービス事業勘定）

特別会計歳入歳出決算認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

次に、認定第５号 平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について、これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第５号 平成３０年度東串良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

次に、認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから、認定第６号 平成３０年度東串良町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛 成 者 起 立） 

 

議 長（田之畑） 

起立多数です。 

したがって、本件は認定することに決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１９ 常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第１９ 常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件を議題とします。 

各委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、お手元に配りまし

た所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 
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したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題とします。 

委員長から会議規則第７５号の規定により、お手元に配りました本会議の会期日程

等議会の運営に関する事項及び議長の諮問に係る事項について、閉会中の継続調査の

申し出があります。 

お諮りします。 

委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

議 長（田之畑） 

これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和元年第３回東串良町議会定例会を閉会します。 

 

閉  会    午前１１時０１分 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

       東串良町議会議長 

 

 

       東串良町議会議員 

 

 

       東串良町議会議員 
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